
朝
露
岸
特
定
煤
塵
憎
㊥
鮮
替
藁
馨

轄
　
L
d
　
回
　
要
　
軸
　
桝
　
湛
　
　
t
o

鮮
屑
亙
肇
和
樹
蜜

和
露
韓
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裏
　
叡
　
尊
　
(
峠
帯
解
圏
i
(
静
)

監
奄
碑
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･
窟
媒
1
項
蒔
竪
崇
漆
芸
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琵
　
釦
　
棺
･
匿
取
剖
牌
棺
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琵
軸
履
･
駐
芯
煤
帯
i
E
哩
顧
認
e
耗

琵
亜
輔
･濫
溝
宰
皿
貰
鼓

(
鰐
雷
定
食
額
如
拙
哩
噌
i
'
i
澗
)
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屯
四
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･
H
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第
1
部
曽
･
研
究
報
告
及
び
討
議

魯

･

特

　

別

　

報

　

告

第
二
部
昏
･
研
究
報
告
及
び
討
議

組
合
･
開
催
市
特
殊
事
項
に
関
す
る
報
告

草
地
鵡
察
･
第
一
班
　
(
蹴
上
嘩
水
場
〕

貿
地
観
察
･
第
四
班
　
(
疏
水
取
入
口
)



京
都
市
長
招
待
園
遊
昏
　
(
平
安
神
宮
紳
苑
)

都
市
間
趨
公
開
講
演
脅

井

　

　

　

部

　

(

二

　

幌

　

離

　

宮

)

凡

　

　

　

例

7
　
本
書
は
第
五
回
全
図
都
市
問
題
合
議
組
合
に
関
す
る
一
切
の
記
録
な
り
｡

二
　
本
書
は
別
冊
｢
研
究
報
告
都
市
の
公
益
企
業
｣
 
r
r
同
都
市
の
保
健
施
設
(
J
i
)
｣
 
,
｢
同
都
市
の
保
健
施
設
(
T
L
)
し
及

び
｢
同
都
市
の
公
益
企
業
'
都
市
の
保
健
施
設
(
迫
補
篤
)
｣
　
劫
に
｢
参
考
資
料
｣
と
併
せ
て
統
合
開
係
文
書
の
全

部
を
組
成
す
る
も
の
た
り
｡

三
　
本
書
の
分
類
篇
別
は
､
便
宜
上
二
)
紙
筆
の
準
備
行
為
に
屠
す
る
事
項
二
二
)
組
合
経
過
の
叙
述
二
三
統
合

に
現
は
れ
た
る
報
昔
討
議
合
の
内
容
の
三
篤
に
大
別
し
た
る
上
､
各
島
を
更
に
小
分
類
し
･
別
に
参
考
事

項
を
附
録
せ
し
め
た
り
｡

偽
第
二
篇
中
に
牧
む
べ
き
絶
食
参
加
者
氏
名
堕
参
照
の
便
宜
上
特
に
準
未
に
摘
出
せ
-
｡

三
　
本
書
所
載
事
項
中
'
速
記
に
依
-
苧
る
も
の
は
大
鰻
速
記
の
庫
に
放
線
す
る
を
旨
と
し
た
る
も
,
禽
読
の

竃
鷺
に
影
響
な
し
と
認
め
た
る
事
項
に
就
て
は
､
多
少
速
記
を
収
縮
し
た
る
個
所
あ
り
･
是
れ
唯
編
纂
上

の
都
合
に
依
る
こ
と
1
御
諒
承
を
請
ふ
｡

四
　
本
書
望
別
掲
の
如
-
､
絶
食
関
係
文
書
と
し
て
絶
食
参
加
者
に
配
付
す
る
を
主
旨
と
し
た
る
が
,
猫
立
の

凡

　

　

　

例
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凡

　

　

　

　

例

文
献
と
し
て
取
扱
ふ
も
亦
斯
問
題
研
究
上
好
筒
の
参
考
資
料
た
る
べ
き
を
宿
す
｡

五
　
本
書
の
刊
行
は
即
ち
第
五
回
重
囲
都
市
問
題
食
詰
縫
合
事
務
の
終
結
な
妙
｡
こ
の
横
倉
に
東
食
参
加

者
各
位
に
敬
意
を
表
し
･
叉
練
合
の
篤
め
直
接
間
接
に
等
輿
せ
ら
れ
た
る
官
公
私
各
方
面
'
殊
に
終
始
格

別
の
蛮
力
を
焼
は
し
た
る
京
都
市
及
び
京
都
帝
国
大
挙
'
京
都
府
東
都
商
工
合
議
所
'
京
都
市
に
於
げ
ろ

言
論
横
開
放
に
畢
界
､
拝
観
､
税
察
見
撃
先
等
の
閲
係
昔
局
に
厚
を
感
謝
を
捧
ぐ
｡

昭

和

十

二

年

1

1

月

全

国

新

市

問

題

骨

議

男
1
1
1
1
か
那
都
制
刊
1
1
.
1
.
W
.
<
J
J
患
l
劃
引

･
=
･
･
-
-
-
1
.
ブ
T
v
ト
.
 
･
.
■
｣
.
ソ
一
1
t
一
n
l
-
-
･
ー
一
丁

第
五
回
全
図
都
市
問
題
骨
議
弟
骨
6

第
五
回
地
合
要
録

目
次

第
　
1
　
篇
　
絶
　
食
　
準
　
備
･
･
･

幕
l
　
第
五
回
線
骨
開
催
計
書
に
関
す
る
事
項
…

一
線
合
準
備
経
過
　
…

二
　
開
催
地
普
局
の
援
助
　
-

第
二
　
絶
食
参
加
者
に
封
す
る
鹿
追
-

一
参
加
者
に
封
す
る
文
書
等
の
配
布
-

r
'
.

第
二
篇
　
合
　
議
　
絶

絶

　

食

　

第

一

日

-

序

　

　

　

　

説

　

…

説

-

二

　

開

　

合

　

式

　

…

曹
司
理
事
東
京
市
政
調
査
合
専
務
理
事
岡
野
昇
氏
式
辞
(
三
)
･
･
･
･
･
･
内
務
大
臣
執
患
之
株
式
就
静
〔
1
七
)
･
･
･
･
-
京
都
肘
知
事
鈴
木

敬
一
氏
親
許
(
言
)
-
‥
京
都
帝
国
大
草
総
長
榎
井
元
興
氏
統
計
(
]
入
)
･
･
･
⊥
鹿
部
商
工
昏
垂
肌
合
頑
E
E
中
博
氏
親
静
(
一
九
)
･
･
･
･
･
･

京
都
市
長
市
村
壷
≡
氏
徴
迎
の
辞
(
云
)
.

三

　

議

　

　

　

事

･

-
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主
報
告
者
研
究
報
骨
(
讐
幣
鮎
E
)

令

(

同

　

　

　

前

)

口
H

部
　
　
　
骨
(
禦
幣
那
鯛
;
)
･
･
･

特

　

別

　

報

　

普

(

同

　

　

　

前

)

-

開
催
市
特
殊
事
項
に
的
す
る
報
告
へ
同
　
　
　
前
)

部
合
の
報
告
討
議
経
過
報
告
(
同
　
　
　
前
)

球
事
　
互
　
選

開

　

合

　

式

･

合
議
理
事
東
京
市
憤
調
套
昏
幕
藩
理
事
岡
野
昇
氏
挨
拶
(
云
)
…
二
見
都
市
長
市
村
慶
三
氏
挨
拶
〔
完
)
-
･
･
･
･
-
参
合
着
代
表
両

島
市
長
佐
藤
揮
氏
挨
拶
∩
言
〕

第
三
　
総
　
合
　
第
　
l
二
　
日
…

1

　

序

　

　

　

　

説

　

三

二

　

宮

　

地

　

純

　

察

　

…

三
　
京
都
市
長
招
待
園
遊
合
-

第
四
　
京
都
御
所
山
比
に
二
傑
離
宮
拝
観
･

雲
.
誓
参
加
喜
び
墓
加
者
へ
新
維
新
咽
)
-

弟
大
　
都
市
間
商
会
開
講
演
禽
=
･
-
＼
･.

.

　

　

　

=

.

1

1

　

　

　

　

-

　

　

　

　

･

･

1

-

-

+

.

･

　

.

.

｣

.

ふ

~

-

.

∫

第
七
　
京
都
市
公
同
組
合
記
念
展
管
命

第

三

着

　

報

告

及

び

討

議

内

容

-

第
一
貴
報
骨
老
及
び
特
別
報
骨
者
の
研
究
報
骨

一

序

　

　

　

　

説

　

-

二
　
主
報
告
内
容
　
-

一
般
的
公
経
済
化
傾
向
と
公
従
e
t
要
-

公
提
企
業
と
都
市
財
政
･

大
都
市
交
通
機
関
の
運
賃
‥
･

都
市
保
健
関
宿
の
特
質
と
其
の
封
策
…

本
邦
都
市
下
水
及
汚
物
虞
分
と
魚
介
衛
生
私
早

本
邦
都
市
の
#
L
芥
虞
埠
に
就
て
…

三
　
特
別
報
昔
内
容
-

耽
丁
の
照
力
よ
り
観
た
る
都
都
衛
生
間
確
･
･
･

四
　
開
催
市
特
殊
事
項
に
関
す
る
報
告
内
容
…

川
京
都
市
の
風
水
害
と
其
の
復
興
-
･

回
京
都
市
公
同
掛
合
制
度
に
裁
て
･
･
･
･
t
･

第
二
　
第
一
部
倉
報
告
討
議
　
-

･
･
･
大
取
商
科
大
典
長

‥
･
京
都
帝
宵
大
典
教
授

‥
･
峨
道
客
質
督
局
長

-
　
内
務
省
衛
生
局
長

･
･
･
京
都
帝
闘
犬
典
故
樟

‥
･
京
都
市
保
健
部
長

河汐

-
粁
珊
獅
出
か
朋

･
･
京
都
市
来
務
誘
長

1

　

序

　

　

　

　

詮

　

-

二
　
報
昔
討
議
内
容
　
…
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ヨi

公
企
業
の
運
営
に
於
け
ろ
官
僚
主
義
､
商
業
主
義
'
公
共
主
義
…
脈
阪
堵
i
<
紳

外
閉
大
都
市
に
於
け
る
交
通
統
制
に
就
て
-

交
通
に
関
す
る
希
望
-

新
動
横
に
基
く
公
提
企
業
工
業
港
計
書
の
一
例
･
･
･

都
市
交
適
事
業
統
制
の
範
囲
･
･
･

東
京
市
に
於
け
る
公
益
企
業
の
動
向
…

公
企
業
の
競
制
に
就
て
　
…

都
市
に
於
け
る
公
在
企
柴
と
し
て
の
住
宅
経
営
‥
･

経
営
者
の
立
場
よ
J
E
>
見
た
る
市
内
交
通

横
軸
の
軽
費
問
題
の
1
考
察

公
提
事
業
の
公
営
に
関
す
る
若
干
問
題
･
･
･

市
営
バ
ス
と
ガ
ソ
リ
ン
問
題
に
つ
い
て

交
通
に
関
す
る
希
望
(
補
完
)
　
-

第
三
　
第
二
部
倉
報
告
討
議
　
…

一

序

　

　

　

　

説

　

-

二

　

報

告

討

議

内

容

　

-

都
市
塵
芥
慶
理
及
び
結
核
問
題
に
裁
て

公
園
の
照
明
に
就
て
-

兄
童
遊
園
の
位
薩
に
放
て
･
･
･

･

･

･

感

活

省

監

せ

局

･
･
･
取
締
紬
駅
詞

･
･
･
抑
逓
増
確
肘

･
･
･
柑
整
紳
輔

‥
.
東
京
市
監
せ
局
都
市

計

　

書

　

誌

　

技

　

師

･
･
･
東
　
京
　
市
　
主
　
事

･
･
･
大
巌
府
警
集
部
妊
集
或

･
･
･
猷
阪
軸
㌔
札
鯛

･
･
･
抑
歌
聖
誓
槻

-
　
京
都
市
t
某
局
摸
師

-
勤
鮎
締
脈
獅

･
-
　
耕
戸
市
衛
生
課
長

-
頒
京
恥
確
舶

-
真
義
聖
(
壊
乱
粁

竹菱柴良山小檎柿栄大西柴

君
-
ニ
毒

君
-
ニ
望

君
-
二
見

君
-
ニ
高

岩
･
･
･
ニ
空

･
･
･
二
菖

･
･
二
六
四

･
･
･
二
古

君
･
･
･
ニ
蒜

君
-
ニ
先

君
三
二
茜

戸
田
博
士
主
報
昔
｢
本
邦
都
市
下
水
及
汚
物
虎
分
と
魚
介
衛
生
私
見
J

に

就

て

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

･

･

･

名

古

岳

市

保

推

称

長

都

市

生

活

と

保

健

問

題

･

･

･

　

　

　

　

　

　

･

･

･

㍍

都

恥

㌔

優

艶

都
市
保
健
と
精
神
衛
生
と
の
関
係
に
就
て
-
　
　
　
　
-
蒸
散
市
夢
等
卓
見

保

健

問

題

と

融

合

階

級

　

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‥

哀

慕

監

奄

局

就

計

ま

都
市
保
健
問
題
に
閲
し
都
市
計
量
の
反
省
及
び
此
の
結
果
と
し
て
の

地
方
行
政
の
更
改
に
就
て
-
　
　
　
　
　
･
-
軒
娼
確
瑞
軒

照
明
を
中
心
と
す
る
都
市
保
健
間
甲
･
　
　
　
　
-
榊
逓
増
確
脚

国
土
計
書
と
農
村
工
業
衆
落
-
　
　
　
　
　
･
･
･
斬
逓
増
唱
断

上

水

道

箱

課

の

安

苧

･

　

　

　

　

　

　

　

　

…

折

意

㌔

駕

朗

朝

鮮

家

屋

の

衛

生

的

考

察

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‥

二

泉

城

唐

音

軌

d

t

ヽ

工
場
塵
水
放
流
と
其
の
弊
害
及
封
策
･
･
･
　
　
　
　
　
･
･
･
杜
簡
捷
人
水
虫
協
卓

多
食
な
る
工
場
贋
水
を
混
有
す
る
下
水
虚
理
に
就
て
-
-
頂
濃
W
が
惑
朗

戸
田
博
士
主
報
告
｢
本
邦
都
市
下
水
及
汚
物
虚
分
と
魚
介
衛
生
私
見
｣

に
封
す
る
討
議
　
-

金普園盟

神
戸
市
に
於
け
る
外
人
墓
地
に
就
て
三

日
本
赤
十
字
社
施
設
の
保
健
衛
生
事
業
　
-

第
e
[
　
南
部
合
に
於
け
る
報
告
討
議
の
経
過
報
告
　
-

一

序

　

　

　

　

説

　

…

納

戸

市

土

木

部

都
市
計
蓋
課
長

日

本

赤

十

字

社

京
各
支
部
主
事

曜擢夫久袷夫
甘
u
r
良

君
-
ニ
克

育
-
ニ
仝

君
-
二
八
九

君
-
二
九
因

君
-
元
入

君
…
三
〇
三

育
-
三
見

君
-
三
〇

君
=
二
三
四

君
-
三
七

君
三
三
三

･
･
･
三
二
四

君
-
三
三
二

君
-
三
三
四

･
･
･
三
m
(

-
三
夫



六

二

　

第

1

部

合

の

報

薯

討

議

経

過

報

草

-

　

　

　

　

　

　

…

京

都

市

助

役

　

加

　

賀

　

谷

　

朝

　

蔵

　

軍

-

喜

八

三
　
第
二
部
合
の
報
告
討
議
経
過
報
告
-

附
記
　
第
五
回
全
図
都
市
間
題
合
議
組
合
に
関
す
る
文
献
類
-

第
五
回
組
合
係
員
事
務
分
措
表
　
-

京

都

市

助

役

　

石

　

川

　

芳

　

太

　

郎

　

君

…

三

望

第
五
回
重
囲
都
市
問
題
合
議
絶
食
参
加
者
名
簿

言
八

第

l

篇

　

親

　

骨

　

準

　

備



第
l
　
第
五
回
組
合
開
催
計
量
に
関
す
る
事
項

1

　

線

書

準

備

経

過

本
合
議
の
規
倉
は
'
合
議
規
約
第
七
億
に
依
り
隔
年
1
回
開
合
の
定
め
な
る
を
以
て
'
第
五
回
絶
食
は
昭
和
十
1
年
中
開
催
の
こ

と
1
な
り
居
れ
抄
O
依
っ
て
こ
れ
が
要
綱
を
議
定
せ
ん
が
篤
め
昭
和
十
年
三
月
三
十
日
及
び
同
年
十
l
月
十
六
日
の
繭
回
'
合
議
事
務

局
に
坪
寄
合
を
開
き
て
第
五
回
絶
食
開
催
に
閲
す
る
諸
般
の
事
項
を
決
定
し
た
-
｡
即
ち
開
催
期
は
昭
和
十
一
年
十
月
'
開
催
地
は

京
都
市
.
議
題
は
第
一
議
題
｢
都
市
の
公
釜
企
業
｣
第
二
議
題
｢
都
市
の
保
健
施
設
｣
と
し
､
そ
の
他
の
関
係
事
項
は
従
来
の
慣
行

に
依
る
べ
き
こ
と
に
決
定
を
見
た
･
s
l
.
餌
て
事
務
局
は
之
を
正
倉
見
に
告
知
す
る
と
共
に
'
汎
-
関
係
各
方
面
へ
豪
家
す
る
と
こ

ろ
あ
り
｡
昭
和
十
一
年
に
入
-
て
は
合
報
第
六
'
第
七
及
び
第
八
既
を
以
て
議
題
の
解
説
'
議
題
関
係
文
献
目
録
等
を
費
表
し
'
研

究
報
告
執
筆
者
の
促
に
賓
す
る
と
共
に
'
終
始
各
方
面
の
参
加
を
勧
奨
し
､
主
報
告
者
の
選
定
も
同
年
六
月
末
を
以
て
之
を
了
し
た

り
｡
偽
本
件
準
備
に
関
し
て
は
前
掲
理
事
禽
以
外
に
'
官
公
各
方
面
の
関
係
者
を
煩
は
し
て
'
随
時
必
要
の
研
究
叉
は
打
合
の
禽
合

を
催
し
た
る
こ
と
六
回
に
及
べ
-
.

右
の
如
き
経
過
に
於
て
'
各
閲
係
首
局
の
熱
心
な
る
共
力
を
待
つ
ゝ
'
十
月
十
聖
十
五
旦
兄
都
帝
国
大
挙
講
堂
に
報
昔
討
議
.

同
十
六
日
を
嘗
地
税
案
､
十
七
日
御
所
鼓
に
離
宮
井
敬
に
充
つ
る
の
準
備
を
垂
へ
'
各
方
面
よ
-
の
参
加
申
込
の
受
付
亦
逐
日
多
き

志
へ
凍
れ
り
0
(
聖
篭
㌔
欄
艶
靴
か
誌
g
)

弟
五
回
結
合
開
催
計
葺
に
関
す
る
事
項



四

(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(

六　五　伯　三　二
)　　　　)　　　　)　　＼､_′　　　)　　　)

欺　同　同　同　税　式

過

岡　　　市　田　抵　鈴　潮　岡

野　村中井木意野

慶　　　元　敬　之

授士長

前　汐　河

見　田

田

三　嗣

穣　郎　都

民　氏　氏

五

第
1
編
　
結
　
合
　
準
　
備

B
J
 
L
E
E
 
～

合

　

　

　

場

開
合
の
式

第

‥

五

　

回

　

隷

　

書

　

日

　

程

譲
　
(
十
月
十
四
日
･
水
)

京
都
帝
国
大
学
法
密
大
講
堂

午
前
九
時解離

絶

　

　

　

食

専
務
報
骨
及
び
議
事
方
法
に
就
て
の
報
告

第
一
議
題
主
報
昔
者
研
究
報
告

(
一
)
一
般
的
公
経
済
化
傾
向
と
公
益
企
業

(
二
)
　
公
益
企
業
と
都
市
財
政

(
≡
)
　
大
都
市
交
通
横
陶
の
運
賃

鮒
京
麺
調
酔
代
締

内

　

務

　

大

　

臣

京

　

都

　

府

　

知

　

事

京
都
帝
国
大
挙
級
長

京
都
商
工
合
議
併
合
頭

京

　

都

　

市

　

長

合

　

議

　

理

　

事

東
京
市
政
調
査
合
代
表

昇

　

　

氏

輔
　
閣
下

]
　
閣
下

輿
　
閣
下

博

　

　

氏

三

　

　

氏

昇

　

　

氏

京
都
帝
国
大
学
数

経

　

済

　

拳

　

博

　

士

鋳
造
省
監
督
局
長

第
二
議
題
主
報
告
者
研
究
報
告
　
牛
後
一
時

芦
)

(
二
)

(
≡
)

部
へ
P
U

(
二
)

第
二
E
E
E
　
曹

部
音
的

(
二
)

都
市
保
健
問
題
の
特
質
と
其
の
封
策

本
邦
都
市
下
水
及
汚
物
虎
分
と
魚
介
衛
生
私
見

本
邦
都
市
の
盤
芥
虚
理
に
就
て

内
務
密
衛
生
局
長

京
都
帝
国
大
挙
教
授

嘗

　

撃

　

博

　

士

京
都
市
保
健
部
長

腎

　

畢

　

博

　

士

茂

　

　

氏

正

　

三

　

　

氏

斐

　

　

氏

合
　
午
後
三
時
二
十
分

第
一
部
禽
(
第
一
議
題
的
係
)
に
於
て
合
員
の
報
告
討
議

第
二
部
禽
(
第
二
議
題
関
係
)
に
於
て
合
員
の
報
告
討
議

議
　
(
十
月
十
五
日
･
木
)

禽
　
午
前
九
時
各
共
の
合
場
に
於
て
開
合

第
一
部
倉
(
第
一
議
題
閥
係
)
に
於
て
前
日
に
引
績
き
倉
見
の
報
告
討
議

第
二
部
倉
(
第
二
議
題
関
係
)
に
於
て
前
日
に
引
緯
き
禽
且
の
報
告
討
議

合
　
午
後
l
時
　
両
部
合
を
合
し
大
講
堂
に
於
て
開
合

(
一
)
　
特
　
別
　
報
　
昔

･
壮
丁
の
醍
力
よ
-
観
た
る
都
都
衛
生
問
題

(
二
)
　
開
催
市
特
殊
事
項
に
関
す
る
報
告

(
イ
)
　
京
都
市
の
風
水
事
と
其
の
復
興

第
五
回
粗
金
開
催
計
室
に
陶
す
る
事
項

陸
軍
省
常
務
局
長

陸
軍
軍
留
　
親
監

腎

　

撃

　

博

　

士

小

　

泉

　

　

親

　

彦

　

　

氏

京

都

市

土

木

局

長

　

高

　

田

景

　

　

氏



七

＼

弟
1
絹
　
絶
　
昏
　
準
　
備

(
ロ
)
　
京
都
市
会
同
組
合
制
度
に
就
て

(
≡
)
　
第
一
部
合
の
報
告
討
議
経
過
報
昔

(
脂
)
T
第
二
都
合
の
報
告
討
議
経
過
報
告

大

京

都

市

庶

務

課

長

　

　

国

　

鳥

　

高

　

1

　

　

氏

第

　

1

　

部

　

合

　

議

　

長

第

　

二

　

部

　

合

　

議

　

長

(
五
)
　
合
議
坤
事
互
選

開
合
の
式

(
一
)
　
挨

(
二
)
　
同

(
ニ
O
　
同

合

　

議

　

理

　

事

東
京
i
=
政
調
査
倉
代
表

京

　

都

　

市

　

長

岡

　

野

　

　

　

　

昇

　

　

氏

市

　

村

　

　

慶

　

三

　

　

氏

参

　

合

　

着

　

代

　

表

弟
三
日
　
貴
地
観
察
　
(
十
月
十
六
日
･
金
)

第
一
班
　
　
午
前
八
時
蹴
上
後
電
印
南
集
合

蹴
上
讃
電
所
､
蹴
上
浄
水
場
､
聴
竹
下
鴨
撮
影
所
'
天
龍
寺
'
嵐
山

第
　
二
　
班
　
　
午
前
八
時
二
億
離
宮
前
集
合

兄
董
院
'
口
前
太
秦
撮
影
所
'
字
多
野
療
養
所
'
栂
尾
高
山
寺
'
高
雄
神
護
辛

第
　
三
　
班
　
　
午
前
八
時
東
本
願
寺
前
集
合

釈
殻
邸
.
書
群
院
下
水
庭
理
場
.
横
大
路
聾
芥
焼
却
場
'
宇
治
平
等
院

第
　
四
　
班
　
　
午
前
八
時
出
町
柳
叡
山
電
鋳
停
留
場
集
合

叡
山
根
本
中
堂
'
坂
本
日
吉
踊
れ
'
三
井
寺
下
疏
水
取
入
口
'
疏
水
下
り

京
都
市
長
御
招
待
閑
遊
脅
　
各
組
察
堆
締
着
集
合
の
上
平
安
神
官
の
苑
内
に
於
て
午
後
三
時
よ
-
催
さ
る
土
=
i
都
市
長
御
招
待

国
遊
倉
に
臨
み
､
同
所
に
て
解
散

京
都
御
所
姐
に
こ
使
熊
官
挿
錬
　
(
十
月
十
七
日
･
土
･
祭
日
)

午
前
九
時
京
都
御
所
前
鼓
に
二
億
離
宮
前
に
井
観
希
望
者
を
二
分
し
て
集
合
'
御
所
及
び
離
宮
を
井
搬

〓
　
開
催
地
曹
局
の
援
助

開
催
地
た
る
京
都
市
は
桑
に
第
四
回
線
禽
開
催
に
際
L
t
其
の
開
催
地
に
確
定
せ
ら
れ
､
市
常
局
が
絶
大
の
厚
意
を
以
て
諸
般
の

準
備
を
取
進
め
ら
れ
た
る
は
勿
論
P
 
i
満
都
帝
国
大
草
常
用
は
同
講
堂
を
禽
留
と
し
て
使
用
方
に
付
､
叉
宮
内
省
に
於
か
れ
て
は
京
都

御
所
二
二
離
宮
の
井
親
方
に
付
'
大
々
配
慮
せ
ら
れ
る
等
.
抄
か
ら
ざ
る
毒
力
に
浴
し
っ
･
J
あ
-
し
と
こ
ろ
'
其
の
開
催
期
直
前
に

至
り
'
不
幸
風
水
害
の
厄
難
に
際
倉
.
速
に
同
市
に
て
の
開
催
を
断
念
す
る
の
止
む
た
き
に
至
-
た
る
も
の
た
り
｡

然
る
に
今
回
再
び
第
五
回
組
合
開
催
地
に
決
定
を
見
る
や
二
束
都
市
普
局
は
多
大
の
犠
牲
を
梯
は
れ
'
周
到
綿
密
な
る
用
意
の
下

に
ー
寓
舵
の
斡
旋
を
探
ら
れ
'
合
議
を
し
て
非
常
な
る
盛
倉
樫
に
終
始
せ
し
め
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
'
特
に
園
遊
の
催
し
を
以
て

一
同
を
厚
く
塙
は
れ
た
る
は
'
参
加
者
の
斉
し
-
感
謝
摺
-
能
は
ぎ
り
し
と
こ
ろ
､
特
に
記
し
て
'
銘
謝
を
永
久
に
侍
へ
ん
と
す
｡

殊
に
葺
地
租
察
.
倉
場
設
備
鼓
に
御
所
離
宮
弗
観
の
手
配
'
参
合
着
の
優
遇
等
に
関
し
て
は
殆
ど
奉
げ
て
同
市
昔
局
の
配
意
に
保
ち

し
折
に
し
て
､
叉
浪
合
開
催
中
は
勿
論
そ
の
前
後
共
日
夜
多
数
吏
員
を
動
点
し
て
合
議
事
務
を
援
助
せ
ら
れ
た
る
等
､
至
ら
ざ
る
な

き
厚
意
を
寄
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
'
虞
に
感
楓
に
塔
へ
ざ
る
と
こ
ろ
な
-
｡
京
都
帝
国
大
串
亦
同
講
堂
を
練
禽
倉
場
と
し
て
供
用
す

萌
五
固
親
身
開
催
計
葛
に
関
す
る
事
項



A
九

第
1
編
　
組
　
合
　
準
　
備

る
を
快
諾
せ
ら
れ
し
の
み
な
ら
ず
'
係
員
を
以
て
諸
般
の
援
助
を
行
は
れ
'
叉
宮
内
省
に
於
か
れ
て
堅
呆
都
御
所
虫
竺
一
俵
離
宮
の

弗
敏
を
蓋
許
さ
れ
'
そ
の
他
官
民
諸
方
面
よ
-
鮮
か
ら
ざ
る
厚
意
に
浴
し
た
る
は
'
参
合
着
一
同
の
感
謝
を
禁
じ
得
ぎ
り
し
と
こ
ら

な
-
｡

第
二
　
組
合
参
加
者
に
封
す
る
塵
遇

l
　
重
曹
者
に
射
す
古
文
書
等
の
配
布

組
合
へ
参
加
の
合
点
に
封
し
配
布
し
た
る
文
書
､
印
刷
物
'
徽
章
等
左
の
如
し
｡

(
イ
)
　
第
五
回
絶
食
文
献
　
　
1
　
研
究
報
昔
『
都
市
の
公
釜
企
業
』

e
q
　
研
究
報
告
『
都
市
の
保
健
施
帥
萱
(
上
)

3
　
研
究
報
普
『
都
市
の
保
健
鶴
設
J
l
(
下
)

4
研
究
報
告
『
桐
桐
㌶
鵬
舶
酢
(
追
捕
篇
)

5
　
参
考
資
料
『
公
益
企
菓
経
営
に
関
す
る
若
干
事
例
』

(
ロ
)
　
東
京
市
政
調
蚕
食
提
出
｢
公
益
企
業
法
案
｣

(
ハ
)
　
京
都
絶
食
尭
報
　
第
一
日
程
及
参
加
者
注
意
要
項

第
二
　
日
程
細
目
及
閲
聯
諸
事
項

第
三
　
参
加
者
名
簿

第
四
　
参
加
者
迫
柿
及
改
訂

第
五
_
弗
観
鹿
視
察
個
所
説
明
概
要

(
1
一
)
　
重
合
者
徽
章

(
ホ
)
　
第
五
回
組
合
記
念
｢
財
囲
法
人
軍
属
市
政
調
査
骨
牌
葉
書
｣
其
の
他

外
に
京
都
市
よ
-
寄
暦
の

(
へ
)
　
園
遊
合
京
都
市
長
招
待
状

(
I
)
　
京
都
市
顔
布
甘
市
政
概
要
』
『
京
都
市
財
政
概
要
喜
京
都
市
保
健
施
設
概
要
』
宗
都
市
三
事
業
概
要
』
『
京
都
名
防
』

其
他
紛
葉
書

(
チ
)
　
市
内
電
車
優
待
乗
車
券
　
束
'
西
本
願
寺
'
知
恩
院
､
金
閣
寺
'
銀
閣
寺
井
勘
弁
　
記
念
動
物
園
'
恩
賜
博
物
館
鶴
質
券

右
の
外
琴
南
倉
に
於
け
る
照
明
輿
倉
の
報
告
の
資
料
と
し
て
同
部
倉
場
に
て
都
市
照
明
委
員
倉
｢
照
明
を
中
心
と
す
る
都
市
保

健
問
題
｣
を
配
布
す
o

叉
以
上
の
諸
交
付
物
包
装
用
と
し
て
二
見
都
市
｢
大
丸
｣
｢
高
島
屋
｣
鼓
に
｢
丸
物
｣
の
三
百
貨
店
よ
-
風
呂
敷
の
寄
財
を
受
-
｡

倍
重
合
者
に
封
し
て
は
鉄
道
二
'
三
等
礁
客
運
賃
二
割
引
誰
を
父
付
し
た
､
り
｡

第
五
回
総
合
㌍
催
計
署
に
関
す
る
番
頭



埋
　
離
　
空
　
身
　
等
〓
輩

′



′

第

l

　

組

　

合

　

第

一

日

l

　

序

昭
和
十
1
年
十
月
十
四
日
(
水
曜
'
晴
天
)
京
都
市
京
都
帝
国
大
草
法
匪
大
講
堂
に
於
て
重
囲
都
市
問
題
合
議
第
五
回
粗
食
開
始

さ
る
｡

二

　

陀

　

　

書

　

　

式

午
前
八
時
五
十
分
'
振
鈴
と
共
に
重
合
者
一
同
'
並
に
来
賓
と
し
て
内
務
大
臣
代
理
衛
生
局
長
挟
間
茂
二
見
都
府
知
事
鈴
木
敬
一

京
都
帝
国
大
草
親
長
粒
井
元
輿
.
京
都
商
工
合
議
朗
禽
頭
田
中
博
二
月
都
市
長
市
村
慶
三
の
諸
氏
'
主
報
告
者
.
合
議
理
事
及
び
一

般
車
合
着
五
百
飴
名
組
合
場
た
る
法
経
第
一
数
量
に
入
場
'
着
席
を
畢
る
や
'
定
刻
九
時
'
合
議
理
事
東
京
市
政
調
杢
倉
専
務
理
事

岡
野
昇
氏
司
合
の
下
品
合
式
基
行
､
岡
野
理
事
の
式
辞
'
溜
務
大
臣
(
盟
欄
撃
鈴
木
京
都
府
知
事
'
葦
京
都
帝
国
大
挙

組
長
､
田
中
京
都
商
工
合
議
所
倉
頭
の
融
解
立
に
市
村
京
都
市
長
の
歓
迎
の
軒
あ
り
｡

0
曹
凄
理
事
黄
葉
市
政
調
査
書
専
務
理
事
岡
野
昇
氏
式
辞

閣
下
鼓
に
諸
君
'

鼓
に
第
五
回
重
囲
都
市
問
題
合
議
観
合
を
開
合
致
し
ま
す
る
忙
昔
り
ま
し
て
.
合
議
理
事
た
る
私
よ
り
三
日
御
挨
拶
骨
申
上
げ
ま

第

一

級

昏

第

一

日



第
二
筋
　
合
　
義
　
絶
　
説

す
る
こ
と
は
絢
に
光
柴
に
存
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
｡

本
日
は
内
務
大
臣
代
裸
二
見
都
府
知
事
.
京
都
帝
国
大
挙
組
長
二
=
i
都
商
工
合
議
所
合
田
'
京
都
市
長
を
初
め
ま
し
て
'
諸
閣
下

各
位
の
御
郊
臨
を
黍
ふ
致
し
ま
し
て
'
本
合
の
上
に
1
段
の
光
彩
を
漆
へ
得
ま
し
た
る
こ
と
は
満
場
の
倉
且
と
共
に
探
-
御
雌
を
中

上
ぐ
る
所
で
あ
り
ま
す
｡

さ
て
本
合
議
は
昭
和
二
年
に
第
1
回
を
大
阪
に
'
同
五
年
に
第
二
回
を
東
京
に
､
同
七
年
第
二
苗
H
を
名
古
屋
に
'
同
九
年
に
第
四

回
を
東
京
に
開
き
ま
し
て
'
今
回
姓
其
の
第
五
回
に
茸
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
｡
而
し
て
第
二
回
東
京
組
合
に
於
き
ま
し
て
.
斯
の
如

き
有
益
な
る
倉
合
は
､
一
時
的
の
も
の
と
致
す
に
忍
び
な
い
か
ら
之
を
恒
久
的
の
梯
閲
と
し
た
い
と
云
ふ
議
が
起
-
ま
し
て
､
各
方

面
の
御
賛
同
を
得
て
左
様
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
｡
蘭
燕
､
東
京
市
政
調
香
合
が
其
の
事
務
局
の
御
世
話
を
中
上
ぐ
る
こ
と
に

柵
成
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
o

組
合
を
開
き
ま
す
毎
に
常
に
其
の
開
催
地
の
市
営
局
を
始
め
皆
様
の
抄
か
ら
ざ
る
御
謡
力
を
戴
い
て
居
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
る

が
'
誠
に
此
鮎
恐
縮
に
存
じ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
殊
に
御
常
地
の
京
都
市
は
'
前
回
一
慶
び
開
催
地
と
決
定
致
し
た
の
で
あ
り
ま

す
｡
之
に
封
し
て
常
端
其
の
準
備
を
完
了
致
し
ま
し
た
途
端
に
偶
1
未
骨
有
の
風
害
に
襲
は
れ
ま
し
て
'
急
に
之
を
東
京
に
開
く
こ

と
に
蟹
史
致
し
た
の
で
ご
ざ
5
ま
す
｡
丁
度
今
回
は
史
に
叉
諸
事
京
都
市
の
御
厄
介
に
相
成
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o
此
鮎
再
度
の

こ
と
で
あ
る
に
拘
ら
ず
'
市
菖
局
に
は
心
か
ら
の
御
壷
力
を
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
は
､
特
に
此
横
合
に
御
蔭
を
申
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
こ
と
1
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
0

倍
性
合
場
の
こ
と
に
就
き
ま
し
て
.
京
都
帝
閲
大
挙
に
於
て
は
非
常
な
る
御
同
情
を
下
さ
い
ま
し
て
'
蔦
端
御
世
話
を
願
ひ
ま
し

た
こ
と
は
是
叉
厚
く
御
経
を
申
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
り
ま
す
｡

本
合
議
に
於
き
ま
し
て
は
先
づ
議
題
が
定
ま
り
ま
す
る
と
'
事
務
局
に
於
き
ま
し
て
旺
'
其
の
議
題
の
内
容
を
分
析
致
し
ま
し
て

之
竺
々
解
説
を
加
へ
ま
し
て
､
論
鮎
の
範
囲
を
示
し
ま
し
て
橡
め
禽
員
諸
君
に
頒
布
致
し
て
居
り
ま
す
｡
而
し
て
是
が
馬
め
に
総

合
に
於
て
は
論
議
の
多
岐
に
亘
る
を
避
け
ま
し
て
'
貯
め
て
短
時
日
に
極
め
て
探
き
/
1
知
識
の
交
換
を
な
す
こ
と
が
出
奔
る
や
う

に
努
め
て
居
る
次
第
で
あ
り
ま
す
｡
佃
ほ
禽
員
諸
君
に
は
合
議
に
襲
表
せ
ら
る
1
報
告
其
の
他
の
文
献
を
印
刷
に
附
し
て
お
配
り
致

し
ま
し
て
'
此
合
議
が
終
了
致
し
ま
し
た
後
に
於
て
も
､
平
素
此
の
問
題
に
何
て
の
御
研
究
の
資
料
と
し
て
戴
き
た
い
と
云
ふ
こ
と

を
考
へ
て
居
り
ま
す
o

第
一
回
よ
り
以
爽
毎
回
其
の
時
横
に
於
け
る
研
究
上
通
昔
な
る
賓
際
問
題
を
捉
へ
ま
し
て
議
題
と
な
し
'
両
も
可
な
り
顔
汎
な
る

間
額
な
る
に
拘
ら
ず
合
議
に
於
て
護
表
せ
ら
る
1
意
見
は
'
何
れ
も
皆
様
の
御
研
究
の
ヱ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
-
ま
す
の
で
'
議
場
は
極

め
て
静
粛
に
､
極
め
て
虞
剣
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
従
衆
の
例
に
な
っ
て
居
り
ま
す
｡
而
か
も
其
の
論
議
が
問
題
の
要
を
衝
く
貴
重

な
る
御
意
見
は
何
れ
も
夫
々
の
問
題
に
封
し
ま
し
て
.
操
る
べ
き
文
献
と
し
て
重
要
な
る
指
導
的
役
割
を
演
じ
て
居
る
こ
と
は
従
衆

の
例
に
依
っ
て
も
明
か
で
あ
る
'
即
ち
斯
様
な
光
輝
あ
る
滑
革
を
有
し
て
居
り
ま
す
の
で
あ
り
ま
す
｡
回
を
重
ぬ
る
毎
に
合
議
の
夢
.

泉
は
追
々
増
大
し
て
参
少
ま
し
て
'
各
方
面
か
ら
賞
賛
を
得
る
に
至
-
ま
し
た
こ
と
は
偏
へ
忙
合
員
諸
君
の
執
芯
な
る
御
研
究
の
賜

で
あ
る
と
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
｡

今
回
革
骨
の
第
1
議
題
と
し
て
取
上
げ
ま
し
た
の
は
､
都
市
の
公
益
企
業
と
云
ふ
題
で
あ
-
ま
す
｡
都
市
に
於
け
る
公
鑑
事
業
は

市
民
日
常
の
生
活
に
極
め
て
探
き
紬
係
を
有
し
て
居
る
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
｡
去
る
昭
和
六
年
十
二
月
東
京
市

第
1
　
線
昏
第
　
7
　
日



第
二
篇
　
合
　
議
　
絶
　
記

政
調
査
倉
が
'
六
大
市
長
の
依
嘱
に
依
り
ま
し
て
調
査
致
し
ま
し
た
る
公
益
企
業
法
案
を
孝
夫
し
た
の
で
あ
り
ま
す
｡
府
ほ
之
に
加

へ
ま
し
て
'
翌
七
年
の
1
月
に
は
其
の
案
に
勤
し
ま
す
る
各
方
面
の
権
威
者
の
御
意
見
を
何
ひ
ま
し
て
､
之
を
収
録
し
て
特
輯
故
を

費
行
致
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
其
の
時
か
ら
大
分
時
を
経
過
致
し
て
居
り
ま
す
る
が
'
最
近
に
急
激
な
る
膨
脹
費
展
撃
不
し
て

居
る
公
窟
企
業
に
封
し
て
､
比
の
際
通
常
な
る
封
策
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
云
ふ
考
へ
か
ら
致
し
ま
し
て
.
之
を
第
1
議

題
に
選
ん
だ
次
第
で
あ
-
ま
す
｡

叉
第
二
議
題
と
し
て
取
上
げ
ま
し
た
の
は
､
都
市
の
保
健
施
設
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
｡
都
市
に
於
け
る
人
口
集
中
'
産
業
の
費

展
と
云
ふ
も
の
は
.
市
民
殊
に
労
働
者
階
級
を
哉
懐
す
べ
き
不
衛
生
状
態
に
格
ら
し
め
ん
と
致
し
て
居
る
の
で
あ
-
ま
す
｡
今
日
我

が
国
都
市
に
於
け
る
保
健
衛
生
は
'
梢
～
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
が
'
農
村
に
至
っ
て
は
未
だ
全
-
手
が
伸

び
て
居
ら
ぬ
と
云
う
て
も
宜
し
か
ら
う
と
存
す
る
状
態
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
o
叉
都
市
と
錐
も
勤
労
無
産
市
民
の
保
健
に
至
っ
て

は
未
だ
勝
木
の
遠
い
状
態
に
置
か
れ
て
居
る
や
う
に
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
近
時
漸
-
公
衆
衛
生
に
封
す
る
認
識
が
高
ま
り
ま
し

て
衛
生
行
政
は
地
方
行
政
上
に
重
要
な
る
地
歩
を
占
め
ん
と
し
て
世
人
注
視
の
焦
鮎
と
な
-
つ
1
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
此
際
之
を

捉
へ
て
第
二
議
題
と
致
し
た
る
次
第
で
あ
り
ま
す
｡

幸
ひ
に
主
報
告
者
初
め
1
位
報
告
者
に
は
'
何
れ
も
斯
界
の
権
威
者
の
み
で
あ
り
ま
し
て
'
其
の
方
々
の
御
東
諸
を
得
る
に
至
り

ま
し
た
こ
と
は
'
誠
に
本
合
議
の
光
柴
と
致
す
所
で
あ
-
ま
す
｡
此
の
合
議
に
於
き
ま
し
て
は
'
各
位
は
虞
創
な
る
御
意
見
の
交
換

が
起
ら
う
と
存
じ
ま
す
｡
是
は
必
ず
や
合
議
の
目
的
を
十
分
に
達
成
す
る
こ
と
を
得
る
事
と
信
じ
て
疑
払
ま
せ
ぬ
｡
何
卒
合
点
諸

君
'
一
骨
の
御
努
力
に
依
り
ま
し
て
合
議
の
効
果
を
全
う
せ
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
巳
ま
ぬ
次
第
で
あ
-
ま
す
.
之
を
以
て

式
齢
と
致
し
ま
す
｡

0
内
務
大
臣
潮
憲
之
輔
氏
親
許

都
市
人
口
ノ
集
中
錬
近
殊
1
1
着
シ
ク
諸
般
ノ
施
設
之
ニ
伴
プ
チ
亜
傭
横
充
ヲ
囲
ル
へ
キ
モ
ノ
猛
追
カ
ラ
ン
ト
ス
時
局
極
メ
テ
重

大
l
I
シ
テ
雪
警
テ
今
方
二
男
始
嘉
ノ
賛
ヲ
警
ル
二
段
ノ
精
進
ヲ
要
ス
へ
キ
ノ
秋
撃
壷
五
回
全
図
都
市
問
題
合
議
親
禽

ノ
開
催
セ
ラ
レ
テ
昔
面
重
要
ノ
問
題
ク
ル
都
市
ノ
公
窟
企
業
逝
保
健
施
設
等
晶
蒜
墳
討
議
ヲ
悉
ク
サ
ル
ル
ハ
其
ノ
故
果
ノ
及
フ

所
要
抄
少
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
倍
ス
巽
ク
ハ
其
ノ
薙
蓄
ヲ
壷
シ
鮭
警
備
ケ
都
市
ノ
完
成
ヲ
期
シ
住
民
ノ
顧
警
警
ル
晶
テ
大
蒜

輿
ス
ル
析
ア
ラ
ン
コ
J
･
ヲ
三
1
屍
懐
ヲ
連
へ
デ
融
解
ト
ス

0
京
都
府
知
事
鈴
木
敬
丁
氏
就
帯

惟
7
品
市
ハ
政
治
経
済
杜
倉
上
文
化
ノ
淵
警
シ
テ
国
家
活
力
ノ
瀕
泉
ナ
還
二
都
市
J
輿
慶
ハ
国
家
ノ
運
命
ヲ
規
定
シ
民
族

ノ
盛
衰
ヲ
ー
ス
ト
謂
フ
モ
敢
テ
過
言
完
サ
ル
へ
シ
,
然
ル
二
枚
近
急
警
ル
産
業
ノ
興
隆
ハ
人
口
ノ
急
速
ナ
ル
都
市
集
中
去
制

限
ナ
ル
都
市
ノ
膨
脹
ヲ
莞
シ
都
市
行
政
二
市
民
生
活
二
警
ノ
弊
写
醸
成
シ
ツ
､
ア
ル
ハ
雪
遺
警
堪
へ
サ
･
蒜
‡
テ
之

力
銅
板
ヲ
除
キ
都
市
ノ
考
展
三
統
制
卜
規
矩
ヲ
輿
へ
以
テ
都
市
環
境
ノ
改
善
卜
行
政
財
政
ノ
刷
新
ヲ
期
ス
ル
ハ
刻
下
′
急
務
ナ
サ
ト
ヶ

倍
ス此

ノ
秋
二
菅
第
五
回
全
国
都
市
問
題
合
議
凍
亨
開
催
シ
公
益
企
業
保
健
施
設
等
J
都
市
政
策
上
ノ
重
要
開
警
付
研
卓
討
議

セ
ラ
レ
ム
三
ル
ハ
淘
二
時
宜
ヲ
得
ク
ル
ノ
好
拳
卜
謂
フ
へ
ク
我
国
都
市
経
営
J
進
展
二
責
ス
蒜
蓋
シ
甚
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
信

ス

萌

一

組

合

第

一

日



第
〓
鷺
　
昏
　
読
　
経
　
設

巽
ク
ハ
各
位
ニ
ハ
協
心
我
力
鹿
蓄
ヲ
傾
ケ
経
験
ヲ
破
産
シ
以
テ
所
期
ノ
成
果
ヲ
牧
メ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ

一
言
蕪
辞
ヲ
呈
シ
テ
融
解
ト
ス

o
某
都
帝
国
大
軍
捷
長
粒
井
元
典
氏
就
常

闇
下
立
諸
君
､

本
日
第
五
回
全
国
都
市
問
題
合
議
の
御
開
合
に
菖
り
ま
し
て
私
も
お
招
き
に
預
り
ま
し
て
'
席
末
を
潤
し
ま
し
て
鼓
に
言
織
部

を
申
述
べ
る
横
合
を
得
ま
し
た
る
こ
と
を
光
柴
と
す
る
も
の
で
あ
り
き
す
｡

本
合
議
も
回
を
お
重
ね
に
な
る
に
従
ひ
ま
し
.
t
J
t
幾
多
の
重
要
な
る
都
市
間
題
の
解
決
と
云
ふ
こ
と
が
'
順
々
に
出
来
上
り
ま
し

て
.
い
ろ
f
I
の
滝
設
其
の
他
が
改
良
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
､
是
は
都
市
の
問
題
と
し
て
の
み
な
ら
ず
'
膏
に
国
家
金
牌
と
し

て
非
常
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
-
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
o
先
程
か
ら
も
申
さ
れ
ま
し
た
る
や
う
に
'
近
時
人
口
の
都
市
集
中
と
云
ふ

こ
と
が
･
此
年
著
し
く
な
り
ま
し
て
･
恐
ら
-
は
将
来
に
於
き
ま
し
て
も
益
-
其
傾
向
が
大
と
な
る
事
と
思
ふ
の
で
あ
-
ま
す
o
陰

っ
て
此
三
所
に
集
中
す
る
人
々
に
射
し
て
.
其
の
両
社
な
･
n
P
其
の
健
在
な
り
'
其
の
健
駿
な
-
を
促
持
す
る
さ
う
云
ふ
施
設
を

行
ふ
と
云
ふ
こ
と
は
･
是
盟
晶
の
急
務
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
｡
之
無
く
し
て
竺
閲
の
開
運
の
進
展
と
云
ふ
こ
と
は
､
恐
ら
く

は
期
す
る
こ
と
は
出
奔
な
い
の
で
あ
り
ま
せ
う
O
唯
問
題
は
頗
る
困
難
な
問
題
で
め
-
ま
し
て
､
到
底
尋
常
l
様
の
手
段
を
以
て
其

の
方
策
全
部
を
毒
す
と
云
ふ
こ
と
は
出
奔
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
.

幸
ひ
に
本
合
議
に
於
き
ま
し
て
は
各
方
面
の
構
成
者
'
聾
者
'
有
力
者
が
嗣
蘇
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
-
ま
す
か
ら
'
御
研
究
の
結

果
に
依
り
ま
し
て
必
ず
適
切
な
る
方
法
が
考
案
せ
ら
れ
る
こ
と
を
疑
は
な
い
の
で
め
-
ま
す
o
私
は
新
の
如
き
確
信
を
以
て
本
合
議

の
前
途
に
期
待
を
致
し
ま
し
て
'
此
の
御
開
合
に
封
し
て
私
の
両
群
と
致
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
｡

0
京
都
商
工
曹
議
所
曹
頴
田
中
博
氏
親
許

本
E
:
撃
l
全
図
都
市
問
題
合
議
第
五
回
線
禽
ヲ
本
市
二
開
催
セ
ラ
レ
重
囲
都
市
J
菖
路
者
並
二
畢
界
ノ
諸
賢
力
壷
三
舎
セ
ラ
レ

都
市
ノ
改
善
獲
展
ヲ
企
樹
セ
ン
カ
賃
メ
幾
ク
重
要
問
題
ヲ
審
議
討
究
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
ハ
本
邦
市
政
界
ノ
タ
メ
慶
警
堪
ヘ
ス

惟
フ
ニ
都
市
ハ
藍
量
化
ノ
中
心
ニ
シ
テ
叉
国
家
所
動
ノ
中
枢
主
栴
ス
へ
ク
従
ツ
テ
都
市
ノ
盛
衰
ハ
乃
チ
国
家
ノ
存
亡
三
関
ス

ト
イ
フ
モ
過
言
二
非
ス
而
モ
近
蘇
我
困
都
市
J
膨
脹
畿
達
ハ
極
メ
テ
急
激
ニ
シ
テ
我
国
ノ
牌
衆
力
工
業
国
ト
シ
テ
ノ
草
炭
ヲ
約
束
セ

ラ
ル
ル
以
上
都
市
人
口
ハ
吏
二
飛
躍
的
晶
加
ノ
1
路
ヲ
辿
り
都
市
ハ
愈
-
其
ノ
活
動
ノ
分
野
ヲ
境
張
シ
三
段
･
1
ソ
ノ
重
要
ノ
慶

ヲ
増
加
ス
ル
必
然
性
ヲ
減
セ
ル
コ
･
L
ハ
拘
二
御
同
慶
ノ
室
ナ
リ
然
レ
ト
モ
之
二
伴
ヒ
都
市
ノ
施
設
経
営
ハ
益
も
複
雑
多
岐
ヲ
警
ル

ト
同
時
二
財
政
方
面
t
一
於
デ
幾
多
至
難
ノ
間
警
逢
着
ス
ル
コ
ト
モ
亦
避
ケ
難
キ
コ
ト
ト
言
フ
へ
シ
殊
二
最
近
二
於
ケ
ル
我
国
敢
倉

情
勢
ノ
推
移
並
二
経
済
機
構
ノ
蟹
草
二
順
麿
シ
テ
都
市
晶
ス
ル
法
制
並
1
轟
梼
ノ
整
備
ハ
固
ヨ
リ
各
般
ノ
施
設
二
封
シ
テ
吏
嘉

ナ
ル
椿
横
ヲ
蓋
醐
セ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
サ
今
後
ノ
市
政
紺
保
有
ノ
責
務
ク
ル
ヤ
軍
H
重
且
ツ
大
ナ
リ
ト
謂
フ
へ
シ

今
回
ノ
合
議
L
t
於
テ
審
議
セ
ラ
ル
ル
｢
都
市
ノ
公
益
企
業
｣
及
｢
都
市
ノ
保
健
滝
琵
｣
(
何
レ
モ
現
下
市
政
上
ノ
緊
要
問
題
ト
シ

テ
虞
三
日
モ
研
究
ヲ
忽
ニ
ス
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
今
此
等
ノ
間
讐
付
斯
鼎
ノ
権
威
者
'
専
門
家
諸
賢
三
伏
サ
別
目
ス
へ
キ
論
議
ヲ

革
ネ
テ
従
誉
モ
擾
ル
成
果
ヲ
牧
メ
ラ
レ
以
テ
我
図
都
市
J
進
展
卜
市
民
大
衆
ノ
編
制
増
準
壷
輿
ス
ル
所
大
ナ
ラ
ン
コ
三
ノ
巽
望

シ
テ
遥
マ
ス
｡

式
二
臨
ミ
脚
力
所
感
ヲ
隣
へ
テ
疏
酎
ト
ス

第

一

級

昏

第

一

日

















第
二
篇
　
骨
　
読
　
経
　
記

十
月
十
七
日
(
神
嘗
祭
'
曇
天
)
宮
内
省
に
於
か
れ
て
は
重
合
者
有
志
の
た
め
'
特
望
月
都
御
所
並
に
二
使
離
宮
の
拝
親
を
差
許

さ
る
o
午
前
九
時
濠
め
申
出
あ
-
し
百
十
二
名
の
諸
氏
二
班
に
分
れ
､
京
都
御
所
前
及
び
二
億
離
宮
前
に
集
合
'
首
局
耕
員
の
先
導

に
て
1
同
列
を
峯
へ
て
同
御
所
及
び
同
離
宮
に
参
入
'
殿
舎
林
泉
に
就
て
説
明
を
受
け
つ
1
拝
観
'
次
い
で
夫
三
成
都
市
雷
局
よ
-

提
供
せ
ら
れ
た
る
バ
ス
に
分
乗
L
t
両
班
位
置
を
代
へ
て
同
様
案
内
を
受
け
'
両
社
共
午
前
十
一
時
過
ぎ
拝
観
を
了
り
解
散
せ
り
｡

第
五
.
組
合
参
加
者
及
び
準
参
加
者

絶
食
参
加
申
込
者
は
五
百
八
十
五
名
草
S
l
L
が
'
昔
日
参
倉
上
の
諸
手
韓
を
了
せ
ら
れ
た
る
合
点
'
鼓
に
重
合
を
申
込
ま
れ
た
る

合
点
中
出
席
せ
ら
れ
ぎ
り
し
も
-
親
合
資
を
納
入
し
て
練
食
用
文
書
等
の
全
部
を
受
入
れ
'
所
謂
準
参
加
者
の
関
係
を
結
ば
れ
た
る

諸
氏
の
氏
名
巻
末
所
載
の
如
し
｡
即
ち
五
百
二
十
六
名
な
り
O

第
六
　
都
市
問
題
公
開
講
演
倉

新
し
き
試
と
し
て
'
本
競
合
開
催
を
磯
に
'
本
合
議
墜
兄
都
市
と
の
共
同
主
催
の
下
に
1
般
市
民
の
都
市
間
題
に
封
す
る
関
心
を

喚
起
す
る
を
目
的
と
す
る
'
都
市
問
題
公
開
講
演
合
を
開
催
す
る
こ
と
1
せ
･
a
o

昭
和
十
一
年
十
月
十
六
日
午
後
七
時
よ
り
二
月
都
市
堀
川
高
等
女
畢
校
講
堂
に
於
て
開
合
'
砥
講
者
八
百
飴
名
'
満
堂
立
錐
の
地

な
き
盛
況
裡
に
.
京
都
市
助
役
加
賀
谷
朝
戒
氏
の
｢
開
合
の
軒
｣
に
始
ま
り
､
｢
都
市
と
防
茎
｣
と
題
し
て
第
十
六
師
困
参
謀
陸
軍

歩
兵
少
佐
木
佐
木
久
氏
'
｢
都
市
問
題
の
重
要
性
｣
と
題
し
て
東
京
帝
国
大
畢
教
授
観
山
政
道
氏
'
｢
地
方
自
治
の
藤
木
｣
と
題
し

て
東
京
市
政
調
査
合
理
事
前
東
京
市
助
望
別
田
多
門
氏
の
順
序
に
夫
々
講
演
あ
-
.
最
後
に
､
重
囲
都
市
問
題
合
議
事
務
局
代
表
工

畢
博
士
岡
野
昇
氏
の
｢
開
合
の
軒
｣
を
以
て
'
牛
後
十
時
合
を
経
る
｡

倫
ほ
こ
の
講
演
禽
に
於
け
る
観
山
教
授
姓
に
前
田
理
事
の
講
演
内
容
墜
兄
都
市
敢
魯
教
育
課
よ
妙
｢
社
食
教
育
講
演
集
｣
の
1
と

し
て
近
く
公
刊
の
濠
定
な
-
｡

第
七
　
京
都
市
公
同
組
合
記
念
展
覚
骨

京
都
市
公
同
組
合
記
念
展
覚
倉
は
'
昭
和
十
l
年
十
月
十
四
日
よ
り
十
八
日
ま
で
五
日
間
'
毎
日
午
前
九
時
よ
り
牛
後
五
時
ま

で
二
月
都
市
岡
崎
公
舎
堂
東
館
に
於
て
'
京
都
市
会
同
和
合
聯
合
倉
の
主
催
に
依
り
開
催
せ
ら
る
｡
こ
の
催
は
'
古
き
歴
史
を
有
す

る
同
市
の
近
隣
自
治
の
制
度
が
'
明
治
三
十
年
十
月
'
公
同
組
合
設
置
梗
準
諭
達
を
得
'
公
同
組
合
の
名
の
下
に
益
々
強
化
費
展
を

期
し
て
よ
り
四
十
年
を
迎
へ
た
る
に
際
L
t
更
に
会
同
精
紳
を
昂
揚
せ
ん
と
企
固
せ
る
も
の
に
し
て
'
出
品
の
内
容
は
'
幕
政
時
代

の
守
護
職
'
所
司
代
'
町
奉
行
'
輿
力
'
同
心
'
名
主
､
庄
屋
'
町
鴇
代
'
年
行
事
'
年
寄
'
五
人
組
等
に
関
す
る
も
の
'
維
新
後

公
同
組
合
設
置
の
時
に
至
る
ま
で
の
三
藩
取
締
所
'
難
色
'
年
寄
'
五
人
組
'
議
事
者
'
町
練
代
､
練
区
長
'
尾
長
'
戸
長
'
聯
合

戸
長
に
閲
す
る
も
の
'
小
拳
固
設
置
の
時
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
の
撃
唇
の
設
置
'
改
廃
等
に
関
す
る
も
の
'
公
同
組
合
設
置
後
に

於
け
る
組
合
の
事
段
に
閲
す
る
も
の
'
自
治
功
労
者
'
孝
子
'
節
婦
'
忠
僕
に
閲
す
る
も
の
'
其
の
他
自
治
に
閲
し
参
考
と
な
る
べ

き
各
種
の
史
料
'
文
献
'
参
考
品
等
に
及
び
'
如
何
に
こ
の
制
度
が
古
き
歴
史
と
偉
銃
の
強
固
な
る
基
礎
の
上
に
確
立
せ
ら
れ
た
る

も
の
な
る
か
を
侍
へ
'
殊
に
今
回
の
合
議
統
合
に
於
て
は
開
催
地
に
関
す
る
特
殊
事
項
に
関
す
る
報
告
と
し
て
国
鳥
京
都
市
庶
務
課

長
よ
り
｢
京
都
市
公
同
組
合
制
度
に
就
て
｣
の
紹
介
も
あ
-
'
合
議
参
合
着
の
如
き
都
市
自
治
の
制
度
'
施
設
に
探
き
関
心
を
有
す

る
も
の
に
と
り
て
は
貴
重
な
る
参
考
と
な
れ
-
｡

第

一

総

合

第

　

1

　

日



糠
l
l
T
確
　
辞
軸
輔
旨
羅
稚
圧
砕



第
一
主
報
告
者
及
特
別
報
告
者
の
研
究
報
告

l

　

序

前
篇
第
一
の
四
及
び
第
二
の
三
並
に
四
に
記
述
せ
る
如
く
'
組
合
第
一
日
に
於
て
は
主
報
告
者
六
氏
の
研
究
報
告
'
第
二
日
午
後

に
於
て
は
特
別
報
告
並
に
開
催
市
特
殊
事
項
に
関
す
る
報
骨
あ
り
た
る
が
､
其
の
内
容
要
旨
左
の
如
L
o

〓

主

報

告

内

容

㈹
　
1
椴
的
公
経
済
化
傾
向
ビ
公
益
企
業

猷
阪
卵
科
献
草
城
　
河
　
田
　
嗣
　
郎
君

主
報
告
者
の
l
人
と
し
て
簡
単
な
お
話
を
申
上
げ
る
糎
合
を
得
ま
し
た
こ
と
は
'
私
の
光
菜
と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
｡
唯
併
し
な
が
ら
お
餅
,
?
申

上
げ
た
い
の
は
'
私
は
所
謂
都
市
間
題
に
託
て
平
素
研
究
し
て
ゐ
る
者
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
､
今
回
の
御
報
告
も
都
市
の
側
か
ら
こ
れ
を
載
た
公

益
企
業
に
関
す
る
懸
案
と
い
ふ
の
で
は
な
く
し
て
'
寧
ろ
l
穀
国
家
生
活
な
り
'
離
合
生
活
の
見
地
か
ら
こ
れ
を
靭
ま
し
て
'
特
に
現
今
の
世
界
に
於
け
る

1
鮫
の
傾
向
に
立
脚
し
ま
し
て
其
の
方
か
ら
顧
み
て
'
都
市
の
公
企
業
に
就
て
多
少
の
郵
寮
を
す
る
と
い
ふ
や
う
な
行
き
方
で
申
上
げ
て
み
た
い
と
思
ふ
の

で
あ
り
ま
す
o
隣
っ
て
極
め
て
あ
り
ふ
れ
た
l
股
的
の
お
話
に
な
る
礎
れ
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
'
其
の
粘
御
容
赦
を
願
ひ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
o

集
1
　
主
報
告
者
及
び
特
別
報
告
者
の
研
究
報
告



第
三
篇
　
報
告
及
び
討
議
内
容

四
〇

今
日
の
時
勢
の
1
位
の
傾
向
と
し
て
は
'
皆
掠
硯
に
御
殿
家
政
き
っ
て
居
る
が
如
-
.
い
ろ
-
1
の
主
義
方
針
な
り
'
叉
は
い
ろ

い
ろ
の
立
場
な
り
が
互
ひ
に
相
挙
っ
て
居
る
や
う
で
あ
-
ま
し
て
'
我
が
国
の
現
状
に
於
て
も
'
只
今
の
と
こ
ろ
そ
の
大
き
な
根
本

.
的
な
立
場
に
就
て
'
吾
々
と
し
て
も
し
つ
く
-
と
考
へ
て
.
此
の
際
十
分
1
面
に
於
て
は
閣
策
を
樹
て
t
 
l
面
に
於
て
は
都
市
'
農

村
其
の
他
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
け
る
施
設
の
大
方
針
を
定
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
o
併
し
大
腰
に

於
き
ま
し
て
は
'
能
-
云
は
れ
ま
す
や
う
に
､
今
日
特
に
吾
々
の
経
済
生
活
に
封
し
て
は
､
従
来
の
自
由
主
義
的
な
経
済
と
さ
う
し

て
所
謂
統
制
主
義
的
な
経
済
と
が
其
の
立
場
を
寄
っ
て
居
る
と
い
ふ
風
な
苦
情
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
る
が
'
併
し
其
の
統
御
的
な

立
場
と
申
し
ま
し
て
も
'
一
時
沈
行
り
ま
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
共
産
主
義
の
理
論
や
'
其
の
賛
際
運
動
の
如
き
は
'
ロ
シ
ア
を

除
く
以
外
は
'
ど
こ
の
国
に
於
て
も
今
日
に
於
て
は
可
な
り
下
火
に
な
っ
て
居
っ
て
､
随
つ
て
今
日
問
題
と
な
っ
て
居
る
統
制
主
義

と
い
ふ
も
の
は
'
後
に
あ
る
程
度
迄
詳
し
-
申
上
げ
た
S
と
思
ひ
ま
す
け
れ
ど
も
､
所
謂
統
制
経
済
主
義
､
統
合
主
義
で
は
な
い
が
'

さ
れ
ば
と
云
っ
て
今
日
の
自
由
主
義
で
も
な
い
｡
大
雑
把
に
申
せ
ば
'
其
の
中
間
に
五
つ
や
う
な
所
謂
統
制
主
義
'
若
-
は
統
制
経

済
主
菜
或
は
計
喜
経
済
の
立
場
と
い
ふ
風
な
も
の
と
､
自
由
主
義
の
立
場
と
の
畢
ひ
で
あ
る
や
う
に
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
｡
併
し
な

ん
と
申
し
て
も
.
只
今
の
と
こ
ろ
で
は
ま
だ
大
鰐
に
於
て
は
'
自
由
主
義
の
見
地
が
単
語
に
於
て
も
し
っ
か
り
し
た
地
歩
を
以
て
居

り
ま
す
る
L
t
文
経
済
の
1
蝦
の
苦
情
に
於
き
ま
し
て
は
'
ま
だ
′
1
な
ん
と
申
し
て
も
此
の
自
由
主
義
的
な
行
き
方
が
叔
憩
い
の

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
'
共
の
日
由
主
義
の
経
済
の
中
に
あ
り
ま
し
て
も
､
班
に
幾
多
の
不
自
由
な
'
若
く
は
自
由
主
義
的
な
ら
ぎ

.
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l

る
現
象
が
津
山
に
現
は
れ
て
居
る
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
-
ま
し
て
'
例
へ
ば
カ
ル
テ
ル
の
蓉
達
と
か
或
は
文
皆
様
も
直
接
御

関
係
の
公
益
的
な
企
業
が
だ
ん
-
1
増
加
し
て
行
く
状
態
で
あ
る
｡
或
は
文
書
々
の
贋
済
生
活
'
殊
に
は
事
業
界
に
於
け
る
い
ろ

い
ろ
な
経
済
活
動
に
封
す
る
公
梗
力
の
干
渉
と
い
ふ
風
な
硯
象
が
だ
ん
-
1
に
著
し
く
な
っ
て
禿
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
ど
う
し

て
も
こ
の
自
由
主
義
と
立
葛
を
異
に
す
る
是
ら
の
現
象
と
は
'
現
状
を
通
常
に
調
和
せ
し
め
る
必
要
が
感
ぜ
ら
れ
る
課
で
あ
り
ま

す
｡
此
の
調
和
に
就
て
S
ろ
-
1
と
議
論
も
出
て
蘇
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
の
が
'
今
日
の
賛
際
の
有
様
で
あ
ら
う
と
息
は
れ
る

の
で
あ
J
P
ま
す
∵

此
の
両
者
に
就
て
'
拳
闘
的
に
自
由
主
蓑
が
良
い
か
と
か
'
或
は
統
制
主
義
が
長
い
か
と
か
'
或
は
自
由
主
義
が
有
利
で
あ
る
と

か
'
統
制
主
義
が
有
利
で
あ
る
と
か
'
さ
う
い
ふ
風
な
意
味
の
比
較
と
い
ふ
も
の
は
'
こ
れ
は
な
か
′
1
む
づ
か
し
い
と
と
で
あ
る

の
で
あ
･
a
ま
し
て
.
何
し
ろ
立
場
が
蓬
ふ
の
で
あ
る
か
ら
し
て
.
両
者
を
秤
に
か
け
て
其
の
利
害
得
失
を
比
較
し
て
見
る
と
い
ふ
こ

と
は
､
な
か
-
､
容
易
な
こ
と
で
な
い
｡
叉
あ
る
意
味
に
於
て
は
こ
れ
は
不
可
能
の
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
5
の
で
あ
り
ま
す
｡

併
し
何
と
申
し
ま
し
て
も
'
所
謂
経
済
な
る
も
の
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
'
極
め
て
端
的
に
こ
れ
を
申
し
て
み
ま
す
る
と
'
要

す
る
に
需
要
者
が
生
活
上
の
必
要
.
其
の
他
に
就
て
t
 
S
ろ
-
1
と
消
費
上
其
の
他
の
需
要
を
有
す
る
'
其
の
需
要
を
ば
出
奔
得
る

限
り
完
全
に
沸
し
て
や
る
o
所
謂
人
生
の
必
要
を
沸
す
と
い
ふ
こ
と
が
'
経
済
の
大
目
的
で
あ
る
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
の
で
あ
り

ま
す
｡
と
こ
ろ
が
此
の
目
的
に
封
し
て
'
所
謂
自
由
主
義
の
立
場
は
'
其
の
滑
費
者
の
消
費
な
-
'
随
っ
て
生
す
る
需
要
な
-
忙
関

し
て
.
何
ら
の
干
渉
を
加
へ
な
い
｡
固
よ
り
こ
れ
を
制
限
し
な
い
o
　
こ
れ
を
自
由
に
放
任
す
る
と
い
ふ
の
群
立
前
で
あ
る
｡
と
こ
ろ

が
こ
れ
に
封
し
て
今
日
の
統
制
主
義
と
か
或
は
計
董
経
済
と
か
と
い
ふ
側
の
も
の
は
滑
費
者
の
寓
要
そ
の
も
の
に
封
し
て
も
'
あ
･
る

第
l
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第
f
L
二
篇
　
報
告
及
び
討
誘
内
裕

程
度
の
制
限
を
ば
加
へ
て
行
か
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
､
御
承
知
泣
き
を
願
ひ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
o
さ
う
し
て
そ
れ
は
経

済
其
の
も
の
の
立
場
か
ら
し
て
'
滑
費
者
の
需
要
を
制
限
す
る
と
い
ふ
よ
り
か
､
寧
ろ
経
済
以
外
に
存
す
る
所
の
或
は
倫
群
道
徳
的

な
或
は
精
神
文
化
的
な
'
さ
う
5
ふ
経
済
以
外
の
方
面
の
理
由
か
ら
し
て
こ
れ
を
制
限
し
ょ
う
と
す
る
o
　
さ
う
い
ふ
風
な
立
場
に
あ

る
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡

そ
こ
で
叉
考
へ
て
み
ま
す
る
の
忙
'
1
倍
滑
費
者
の
需
要
を
浦
し
て
や
る
'
出
水
得
る
限
り
こ
れ
を
完
全
に
満
し
て
や
る
と
い
ふ

こ
と
が
､
経
済
の
本
木
の
目
的
で
あ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
.
こ
れ
は
理
清
の
上
か
ら
考
へ
て
み
て
'
自
由
主
義
と
い
ふ
も
の
が
若
し

完
全
無
紋
に
行
は
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
'
こ
れ
が
最
も
其
の
目
的
に
適
ふ
も
の
で
あ
る
ら
し
く
思
旺
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
そ
れ

は
完
全
無
紋
た
も
の
で
た
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
し
て
'
今
申
し
ま
す
や
う
に
'
人
々
の
滑
費
も
自
由
で
あ
り
'
そ
れ
に
封
す
る

生
産
も
自
由
で
あ
る
､
生
産
が
供
給
と
し
て
硯
は
れ
る
時
も
自
由
に
現
は
れ
'
滑
費
上
の
必
要
が
需
要
と
し
て
規
は
れ
る
時
も
完
全

な
自
由
で
あ
る
｡
そ
し
て
其
の
完
重
な
需
要
と
完
重
な
供
給
と
が
'
叉
完
全
な
所
謂
自
由
な
る
ヤ
ー
ケ
ッ
ー
に
於
て
交
易
せ
ら
れ

て
'
か
う
い
ふ
風
な
極
め
て
完
重
な
自
由
状
態
と
い
ふ
も
の
を
ば
仮
定
す
る
な
ら
ば
'
然
れ
ば
さ
う
い
ふ
自
由
主
義
と
い
ふ
も
の
が

最
も
能
く
人
々
の
必
要
を
満
し
､
経
済
の
目
的
を
果
す
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
'
明
か
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
｡

と
こ
ろ
が
人
間
の
致
し
ま
す
経
済
に
そ
ん
な
理
想
的
な
'
完
重
な
状
態
を
望
む
こ
と
は
出
奔
な
い
の
で
あ
る
｡
規
に
吾
々
が
観
る
と

こ
ろ
に
依
り
ま
し
て
も
､
所
謂
自
由
な
経
済
と
謂
は
れ
る
其
の
状
態
の
下
に
於
て
も
'
可
な
り
非
自
由
な
も
の
が
津
山
に
そ
こ
ら
に

存
在
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
o

規
に
吾
女
が
問
題
と
し
て
ゐ
る
も
の
に
就
て
御
考
へ
下
さ
つ
て
も
､
例
へ
ば
褐
占
と
い
ふ
や
う
な
事
茸
､
こ
れ
は
元
木
は
自
由
の

競
争
か
ら
出
て
禿
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
'
的
て
雅
た
状
態
と
し
て
こ
れ
を
考
へ
れ
ば
'
猫
占
と
い
ふ
状
態
は
自
由
の
立

場
と
は
全
-
立
場
を
異
に
す
る
相
矛
盾
し
た
状
況
で
あ
る
｡
そ
れ
か
ら
叉
穿
働
等
に
閥
し
ま
し
て
も
最
も
自
由
な
状
態
の
下
に
於
て

労
働
の
需
要
と
供
給
が
行
は
れ
'
賃
銀
其
の
他
も
定
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
亦
甚
だ
し
く
其
の
理
想
に
炊
け

る
こ
と
が
あ
る
｡
殊
に
失
業
と
い
ふ
風
な
硯
箕
の
問
題
に
は
､
各
圃
共
に
非
常
に
苛
ん
で
居
る
の
で
あ
り
ま
す
o
叉
賃
銀
問
題
の
如

き
に
就
き
ま
し
て
も
'
完
全
な
自
由
な
状
態
が
決
し
て
硯
は
れ
て
ゐ
な
い
o
そ
れ
か
ら
文
事
菜
を
や
る
側
に
於
き
ま
し
て
も
'
い
ろ

い
ろ
自
由
競
争
が
行
は
れ
る
｡
自
由
競
争
の
行
は
れ
る
の
は
よ
い
が
'
其
の
自
由
競
雫
の
行
は
れ
る
結
果
'
い
ろ
-
1
の
失
費
が
生

す
る
｡
さ
う
し
て
こ
れ
が
経
済
の
立
場
と
す
べ
き
所
謂
経
済
主
義
と
l
致
し
な
い
と
5
ふ
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
更
に
は

叉
近
頃
の
現
象
と
し
て
は
'
競
尊
を
す
る
が
烏
に
協
力
を
す
る
｡
或
は
叉
競
零
を
通
じ
て
協
力
に
到
達
す
る
｡
か
う
い
ふ
風
で
あ
-

ま
す
｡
と
こ
ろ
が
此
の
協
力
し
て
行
-
n
オ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
ふ
も
の
は
､
其
の
立
場
に
於
て
は
や
は
-
完
全
な
自
由
競
争
'

所
謂
フ
リ
ー
･
n
ン
'
(
テ
ィ
シ
.
ン
と
墜
止
場
を
異
に
す
る
Q
か
う
い
ふ
風
に
な
っ
て
凍
て
ゐ
る
の
で
あ
-
ま
す
か
ら
'
こ
れ
ら
は

ど
う
し
て
も
完
全
な
自
由
経
済
其
の
も
の
を
素
す
現
象
と
し
て
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
聖

然
ら
ば
其
の
自
由
の
建
前
と
い
ふ
も
の
を
徹
底
す
べ
き
か
｡
そ
れ
と
も
こ
れ
ら
の
新
し
く
出
て
来
て
居
る
さ
う
S
ふ
自
由
主
義
経

済
と
堅
止
場
を
異
に
す
る
も
の
が
､
清
爽
の
行
く
べ
き
道
で
あ
っ
て
'
其
の
方
に
寧
ろ
時
勢
を
茎
へ
て
行
く
の
が
､
こ
れ
か
ら
先
の

必
要
な
運
命
で
あ
る
か
｡
そ
こ
ら
を
考
へ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
｡

今
日
の
矛
盾
し
て
居
る
状
態
を
ば
此
の
健
に
何
時
迄
も
故
任
し
て
置
け
ば
'
愈
々
其
の
間
の
動
括
'
其
の
間
の
利
便
と
い
ふ
も
の

は
甚
だ
し
く
な
っ
て
奔
'
所
謂
経
済
生
活
の
不
安
'
随
つ
て
生
す
る
社
食
生
酒
の
不
安
を
ば
愈
々
甚
だ
し
か
ら
し
め
る
こ
と
に
な
る

第
一
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第
三
第
　
報
告
及
び
討
議
内
容

薄
で
あ
ら
う
と
思
ふ
o
そ
こ
で
丑
に
三
つ
の
立
場
が
出
て
葬
る
こ
と
は
､
直
ぐ
棟
皆
様
の
頭
に
御
映
り
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
｡
詰
り
自
由
主
義
と
い
ふ
も
の
は
本
邦
良
い
の
だ
か
ら
'
出
氷
る
阻
-
こ
れ
を
完
重
な
'
理
想
的
の
も
の
に
し
て
行
-
べ
し
と
い

ふ
立
場
と
'
さ
う
で
な
-
し
て
自
由
主
義
と
い
ふ
も
の
は
'
既
に
歴
史
上
の
任
務
を
果
し
た
の
で
あ
る
か
ら
､
こ
れ
か
ら
先
は
只
今

申
し
た
や
う
な
自
由
主
義
と
立
場
を
異
に
す
る
も
の
の
方
に
立
脚
し
て
'
こ
れ
を
完
全
に
つ
-
り
上
げ
て
行
-
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

即
ち
従
衆
の
個
人
主
義
的
な
自
由
主
義
に
封
す
る
圏
鰹
主
義
的
な
'
統
制
主
義
的
な
社
食
主
萎
'
良
S
意
味
に
於
け
る
社
食
主
義
と

い
ふ
建
前
と
'
そ
し
て
い
ま
1
つ
は
'
其
の
中
間
に
立
つ
立
場
で
あ
り
ま
し
て
'
こ
れ
は
従
来
の
自
由
主
義
を
其
の
根
本
の
立
場
と

す
る
け
れ
ど
も
'
併
し
新
し
-
出
来
た
融
合
生
活
一
般
に
封
す
る
統
制
の
必
要
上
'
殊
に
は
閲
家
生
活
を
ば
健
賓
に
つ
-
り
上
げ
る

必
要
上
'
こ
れ
を
閲
豪
権
力
に
依
っ
て
'
分
り
易
-
言
ふ
て
見
れ
ば
'
内
部
的
に
統
制
し
て
行
か
う
と
す
る
所
の
'
近
頃
普
通
申
す

溌
制
経
済
な
る
も
の
の
立
場
と
､
こ
の
三
つ
で
あ
る
こ
と
は
明
か
な
と
こ
ろ
で
あ
-
ま
す
o
　
と
こ
ろ
で
今
我
が
国
に
於
て
も
現
に
現

は
れ
て
ゐ
る
現
象
は
'
従
来
の
自
由
主
義
を
飽
く
迄
守
っ
て
行
か
う
と
す
る
よ
り
か
､
寧
ろ
社
食
主
義
的
の
原
理
'
原
則
を
珠
入
れ

て
'
1
つ
の
融
合
的
に
構
成
せ
ら
れ
た
纏
っ
た
経
済
を
つ
-
J
p
上
げ
て
行
か
う
'
さ
う
し
て
国
家
生
活
と
の
歩
調
の
合
ふ
や
う
に
､

見
開
家
生
活
の
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
と
'
経
済
の
行
ふ
と
こ
ろ
と
が
合
致
す
る
や
う
に
'
こ
れ
を
塾
へ
て
行
か
う
と
す
る
所
謂
統
制

経
済
の
立
場
で
あ
り
ま
す
が
､
こ
の
統
制
経
済
な
る
も
の
の
'
近
頃
主
張
せ
ら
れ
て
居
る
其
の
大
腰
の
傾
向
に
鑑
み
ま
し
て
'
此
の

立
場
を
も
う
少
し
詳
し
く
観
て
み
た
い
と
息
ふ
の
で
あ
-
ま
す
｡

此
の
立
場
は
濁
り
我
が
国
の
み
な
ら
ず
'
廉
く
今
日
1
校
の
建
前
と
し
て
だ
ん
･
1
に
有
力
に
な
少
つ
1
あ
る
こ
と
は
'
こ
れ
蛙

否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
辛
苦
で
あ
り
ま
す
｡
殊
に
経
済
と
い
ふ
も
の
を
徒
束
は
そ
れ
は
個
人
々
々
や
'
私
の
食
紅
や
'
私
の
組
合
の
私

事
で
あ
る
と
S
ふ
風
に
'
私
経
済
を
ば
根
本
と
し
て
考
へ
て
居
た
も
の
が
'
近
頃
は
経
済
と
い
へ
ば
､
そ
れ
は
寧
ろ
吾
々
の
虻
食
生

活
な
り
'
国
家
生
活
な
り
の
其
の
囲
鰹
生
活
の
必
要
を
満
す
が
篤
に
行
ふ
も
の
で
あ
る
｡
随
つ
て
こ
れ
は
公
の
任
務
で
あ
り
'
社
食

的
公
共
事
務
で
あ
る
と
5
ふ
や
う
な
考
が
'
だ
ん
　
-
　
強
く
な
っ
て
禿
て
居
り
ま
す
る
篤
に
'
所
謂
従
木
の
私
経
済
的
の
考
が
だ
ん

-
＼
公
経
済
的
の
考
に
移
っ
て
労
る
o
　
さ
う
5
ふ
傾
向
が
あ
-
ま
す
の
で
'
此
の
競
制
経
済
的
の
S
ろ
い
ろ
の
具
債
的
の
考
の
如
き

も
､
比
の
l
股
の
情
勢
に
乗
っ
て
動
き
つ
ゝ
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
､
随
つ
て
こ
れ
が
庚
-
全
世
界
に
跨
つ
て
の
現
象
で
あ
る

と
い
ふ
こ
と
が
言
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
と
こ
ろ
が
敢
合
主
義
で
は
な
-
し
て
'
両
も
桂
瀬
の
自
由
主
義
と
も
違
っ
た
'
こ
れ
里
止

場
と
は
し
な
が
ら
も
'
こ
れ
に
封
し
て
公
権
力
で
こ
れ
を
垂
へ
て
行
か
う
と
す
る
其
の
考
は
'
何
時
頃
か
ら
旺
ん
に
な
っ
て
'
ど
こ

の
図
で
先
づ
其
の
勢
弘
を
示
し
て
爽
た
か
と
申
し
ま
す
と
'
御
最
知
で
あ
り
ま
せ
う
が
､
こ
れ
は
戦
後
に
於
け
る
.
J
･
イ
ツ
で
あ
り
ま

す
｡
精
々
正
確
に
申
せ
ば
'
一
九
T
九
年
か
ら
一
九
二
〇
年
頃
に
甚
だ
有
力
に
其
の
主
張
を
あ
げ
て
参
っ
た
の
で
あ
少
ま
す
｡
さ
う

し
て
こ
れ
を
唱
へ
出
し
た
人
は
い
ろ
･
1
あ
り
ま
せ
う
け
れ
ど
も
'
就
中
日
本
に
も
知
ら
れ
て
居
り
ま
す
る
御
承
知
の
ラ
テ
ナ
ウ
､

そ
れ
か
ら
ノ
イ
ラ
I
J
L
t
そ
れ
か
ら
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
と
い
ふ
や
う
な
人
は
就
中
著
名
な
人
で
あ
-
ま
す
｡
か
う
い
ふ
人
々
は
'
大
腰
の

考
と
し
て
は
'
従
束
の
自
由
主
義
の
下
に
於
け
る
自
由
企
業
と
5
ふ
も
の
に
長
所
が
あ
る
｡
其
の
お
蔭
で
以
て
経
済
の
非
常
な
費
達

が
速
げ
ら
れ
て
'
殊
に
企
業
に
於
け
る
個
人
の
イ
ニ
シ
7
テ
ィ
ー
ヴ
と
い
ふ
も
の
は
'
経
済
の
進
歩
の
促
進
力
で
あ
る
｡
さ
う
い
ふ

も
の
を
捨
て
1
し
ま
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
'
こ
れ
は
人
類
の
大
き
な
損
失
で
あ
る
か
ら
し
て
'
統
合
主
義
の
如
き
も
の
が
'
さ
う
い
ふ

も
の
を
捨
て
よ
う
と
す
る
こ
と
は
､
甚
だ
以
て
穣
念
な
こ
と
で
あ
る
｡
寧
ろ
こ
れ
を
維
持
し
て
行
-
べ
き
で
あ
る
o
　
こ
れ
を
維
持
し

て
行
-
が
'
そ
れ
に
封
し
て
公
共
的
な
統
制
を
囲
っ
て
行
か
う
｡
そ
れ
で
好
い
で
は
な
い
か
｡
殊
に
叉
社
食
主
善
と
い
ふ
も
の
娃
'

第
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第
三
篇
　
報
告
及
び
討
議
内
容

成
る
程
統
制
を
囲
っ
て
行
-
上
か
ら
言
ふ
た
な
ら
ば
'
勿
論
完
全
に
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
'
併
し
社
食
主
義
の
や
う
に
'

従
裾
の
私
有
財
産
制
度
を
ば
改
め
て
公
有
制
変
に
す
る
.
抄
-
と
も
資
本
の
社
食
的
公
有
制
変
を
行
ふ
｡
こ
れ
は
1
般
的
の
意
味

に
於
て
行
ふ
の
で
'
従
来
の
私
的
企
集
を
ば
]
澱
的
に
磨
止
し
て
'
其
の
代
-
に
殆
ん
ど
さ
う
い
ふ
や
う
な
済
済
的
の
事
糞
は
す
べ

て
之
を
公
益
事
業
に
す
る
の
で
あ
る
が
'
併
し
こ
れ
を
国
営
紅
す
る
と
い
ふ
て
み
た
と
こ
ろ
が
'
そ
れ
は
1
朝
1
タ
に
行
-
べ
き
も

の
で
は
な
い
.
随
分
長
い
年
月
を
要
す
る
o
そ
れ
で
は
迫
も
今
日
の
時
勢
に
間
に
合
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
'
さ
う
い
ふ
風
な
暇
の

堵
る
こ
と
で
な
く
し
て
'
手
っ
取
り
早
く
行
き
た
い
｡
手
っ
取
り
早
く
行
-
の
に
は
'
経
木
の
私
の
企
糞
を
私
的
企
業
と
し
て
置
い

て
'
こ
れ
を
行
は
し
め
な
が
ら
.
国
家
が
自
己
の
力
に
依
っ
て
､
或
は
法
制
を
設
け
て
'
或
は
行
政
施
設
に
依
っ
て
'
こ
れ
を
上
か

ら
統
制
し
て
行
け
ば
宜
小
で
旺
な
い
か
｡
そ
れ
が
最
も
有
効
的
で
あ
っ
て
'
両
も
叉
手
つ
取
-
早
い
の
み
な
ら
ず
､
一
腰
国
家
と
か

社
食
と
か
と
い
ふ
風
な
も
の
が
事
業
を
経
費
す
る
と
い
ふ
と
'
何
時
で
も
そ
こ
に
官
僚
式
だ
と
か
い
ろ
-
1
な
も
の
が
張
っ
て
衆
て

其
の
能
率
が
奉
ら
な
い
L
t
叉
1
般
滑
費
者
に
封
す
る
親
切
が
足
ら
な
い
.
罷
っ
て
か
う
い
ふ
図
曹
事
業
や
若
く
は
都
市
の
公
共
事

業
の
如
き
に
封
し
て
も
'
兎
角
l
般
大
衆
の
不
信
任
'
其
の
意
味
に
於
け
る
不
信
用
が
伴
ひ
勝
ち
で
あ
る
o
そ
れ
を
さ
う
い
ふ
弊
害

に
陥
ら
な
い
や
う
に
す
る
篤
に
も
'
寧
ろ
民
営
に
し
て
置
い
て
'
こ
れ
を
上
か
ら
統
制
す
る
方
が
結
構
で
あ
る
｡
か
う
い
ふ
風
に
考

へ
て
居
る
の
で
あ
･
n
ま
す
.
併
し
此
の
考
も
亦
人
に
依
っ
て
い
ろ
　
-
　
達
ひ
ま
し
て
'
其
の
中
に
二
通
り
あ
る
の
で
あ
-
ま
す
｡
1

方
の
人
は
'
斯
の
如
-
す
る
こ
と
に
依
っ
て
徐
々
に
進
ん
で
行
け
ば
'
鵜
て
社
食
主
義
と
い
ふ
も
の
が
､
何
時
の
間
に
か
合
班
的
に

膏
現
す
る
｡
両
も
極
め
て
囲
滑
に
社
食
主
義
が
賛
現
す
る
'
だ
か
ら
こ
れ
が
宜
し
い
､
か
う
考
へ
て
居
る
人
で
あ
り
ま
す
b
然
る
に

他
方
は
あ
べ
こ
べ
に
.
斯
の
如
く
し
て
行
け
ば
'
従
束
の
白
山
･
.
#
義
の
弊
害
を
除
い
て
'
両
も
融
合
主
義
の
弊
害
に
陥
ら
な
く
て
辞

む
｡
何
時
の
間
に
か
社
食
主
義
と
い
ふ
や
う
な
主
張
が
必
要
が
な
く
な
っ
て
'
願
る
人
も
な
く
な
っ
て
影
を
潜
め
る
に
違
ひ
な
い
｡

其
の
意
味
に
於
て
こ
れ
に
賛
成
す
る
と
5
ふ
側
の
人
で
こ
の
二
通
か
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
'
併
し
何
れ
に
し
ま
し
て
も
'

さ
う
い
ふ
や
う
な
考
へ
方
で
行
か
う
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
｡

二

然
ら
ば
さ
う
い
ふ
風
に
国
家
が
推
力
を
以
て
民
間
に
行
は
る
･
J
仕
事
に
'
上
か
ら
こ
れ
に
統
制
を
加
へ
て
行
く
｡
或
は
経
済
と
い

ふ
も
の
が
経
済
生
活
其
の
も
の
と
し
て
行
は
れ
て
行
く
の
に
封
し
て
'
外
部
か
ら
こ
れ
を
統
制
し
て
行
-
と
S
ふ
こ
と
は
'
果
し
て

論
ぜ
ら
る
⊥
が
如
-
'
簡
単
に
叉
有
効
に
行
は
れ
得
る
か
ど
う
か
｡
此
の
事
は
少
し
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で

あ
り
ま
す
｡
時
間
が
あ
り
ま
せ
屯
か
ら
'
極
め
て
大
雑
把
な
こ
と
を
申
し
て
行
き
た
S
の
で
あ
-
ま
す
が
'
先
づ
先
程
申
し
た
砺
占

と
い
ふ
や
う
な
現
象
を
例
に
取
っ
て
み
ま
す
と
'
此
の
濁
占
を
如
何
に
す
る
か
o
　
こ
れ
に
封
し
て
ど
う
し
て
も
さ
う
い
ふ
統
制
的
の

立
場
を
探
る
見
地
か
ら
行
け
ば
'
其
の
満
占
と
い
ふ
も
の
を
取
締
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
5
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
-
普

す
が
'
両
も
其
の
猫
占
を
取
締
る
と
い
ふ
こ
と
は
'
言
襖
へ
れ
ば
'
璃
占
債
格
の
出
て
来
る
こ
と
が
最
も
弊
害
で
あ
る
か
ら
'
さ
う

5
ふ
猫
占
債
格
の
出
て
蘇
る
の
む
防
止
し
よ
う
｡
か
う
5
ふ
必
要
を
最
も
痛
感
致
し
ま
し
て
､
こ
れ
を
防
止
し
'
さ
う
し
て
鰹
済
界

に
於
け
る
慣
格
現
象
は
'
自
由
主
菜
経
済
の
最
も
大
事
な
命
脈
と
す
る
と
こ
ろ
で
'
両
も
自
由
主
義
経
済
の
長
所
は
'
其
の
憤
格
が

自
由
な
競
争
の
結
果
'
フ
ェ
ア
-
忙
決
-
､
公
正
に
決
る
と
い
ふ
や
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
｡
だ
か
ら
其
の
公
正
な
憤
格
の
出
て
葡
る

や
う
な
風
に
'
猫
占
を
取
締
る
と
い
ふ
や
う
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
　
と
こ
ろ
が
是
は
な
か
～
､
む
づ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い

琴
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琴
二
篇
　
報
告
及
び
討
議
内
容

ふ
こ
と
は
､
諾
図
に
於
て
も
あ
る
程
度
経
験
済
み
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
'
ド
イ
ツ
其
の
他
に
於
て
食
琴
品
等
に
就
て
こ
れ
を
晩
に

や
っ
て
居
る
L
t
我
が
閥
に
於
て
も
'
幾
ら
か
其
の
意
味
が
違
ふ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
'
米
穀
経
済
の
方
に
放
て
も
さ
う
い
ふ
こ
と

を
試
み
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
さ
う
し
て
さ
う
い
ふ
取
締
を
す
る
が
烏
に
は
､
猫
占
は
兎
角
カ
ル
テ
ル
や
･
L
ラ
ス
ト
の
紅
綬
に
依

っ
て
賛
現
し
易
い
か
ら
'
此
の
カ
ル
テ
ル
や
ト
ラ
ス
ト
を
取
締
る
｡
こ
れ
を
取
締
っ
て
'
其
の
力
を
要
用
し
て
自
己
の
利
益
の
篤
め

璃
占
憤
格
を
つ
く
る
や
う
な
こ
と
の
な
い
や
う
に
し
て
行
き
た
い
｡
其
の
鳥
に
こ
れ
を
取
締
っ
て
'
而
も
其
の
カ
ル
テ
ル
や
,
｢
ラ
ス

ト
が
今
申
す
や
う
な
公
正
な
憤
格
を
つ
く
り
出
す
鳥
の
機
関
と
し
て
働
-
や
う
に
仕
向
け
て
行
-
｡
か
う
い
ふ
風
に
考
へ
て
行
-
の

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
､
こ
れ
を
賛
際
に
や
っ
て
見
ま
す
と
い
ふ
と
'
こ
れ
亦
な
か
-
1
む
づ
か
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
'
カ
ル

テ
ル
を
取
締
る
が
篤
に
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
を
取
締
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
を
取
締
る
と
い
ふ
と
'
寧
ろ
あ
'
(
こ

+
(
に
カ
ル
テ
ル
其
の
も
の
の
力
を
助
長
す
る
や
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
o
我
が
国
に
於
て
も
現
に
重
要
産
集
の
統
制
と
い
ふ
や
う
な

考
の
下
に
'
い
ろ
-
1
と
事
柴
を
合
同
せ
し
め
て
二
極
の
大
き
な
カ
ル
テ
ル
を
作
ら
し
め
て
居
る
の
で
あ
-
ま
す
が
､
其
の
現
象

は
既
に
数
年
爽
進
行
し
っ
1
あ
る
の
で
あ
･
s
l
ま
す
が
'
こ
れ
が
果
し
て
所
期
の
如
く
公
経
済
的
見
地
か
ら
見
た
統
制
の
効
果
を
奉
げ

得
る
か
.
そ
れ
と
も
寧
ろ
却
っ
て
カ
ル
テ
ル
の
私
経
済
的
な
利
益
を
助
長
す
る
や
う
な
風
に
な
っ
て
行
-
か
｡
我
が
国
に
於
て
も
ま

だ
涯
の
も
の
と
も
'
山
の
も
の
と
も
分
り
ま
せ
ぬ
｡
下
手
を
す
れ
ば
'
こ
れ
は
愈
々
以
て
さ
う
い
ふ
璃
占
力
を
助
長
し
'
愈
々
以
て

猫
占
慣
格
の
進
行
を
助
け
る
呆
れ
の
あ
る
こ
と
は
'
容
易
に
考
へ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
息
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡

何
は
更
に
進
ん
で
'
カ
ル
テ
ル
や
-
フ
ス
ト
を
取
締
る
が
篤
に
は
.
其
の
事
業
に
封
し
て
内
部
へ
企
業
的
に
立
入
っ
て
こ
れ
を
監

督
し
取
締
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
と
こ
ろ
が
カ
ル
テ
ル
や
r
L
I
フ
ス
ト
の
や
っ
て
ゐ
る
仕
事
に
封
し
て
'
こ
れ
を
監
督
す
る
が
烏
に

は
'
其
の
仕
事
の
経
営
に
関
し
て
は
､
取
締
る
側
の
所
謂
政
府
常
局
者
は
'
カ
ル
テ
ル
や
ト
ラ
ス
ト
に
嘗
際
働
い
て
居
る
人
々
上
砂

よ
-
以
上
の
企
業
上
の
識
見
を
持
っ
て
居
ら
な
け
れ
ば
､
本
営
の
取
締
は
出
爽
な
い
｡
合
計
の
監
督
に
し
て
も
.
合
計
の
こ
と
が
十

分
明
か
な
人
で
､
膏
際
合
計
帳
簿
を
振
っ
て
ゐ
る
人
よ
り
か
も
能
く
大
観
的
に
合
計
の
紋
格
を
見
出
し
得
る
や
う
な
人
で
あ
っ
て
'

始
め
て
快
随
の
費
兄
が
出
来
て
'
十
分
立
入
っ
た
監
督
が
出
蘇
る
｡
と
こ
ろ
が
今
日
の
カ
ル
テ
ル
t
 
A
I
フ
ス
･
L
を
や
つ
て
居
る
者
よ

り
'
よ
り
以
上
の
有
能
な
監
督
的
の
働
き
を
十
分
に
役
人
に
期
待
す
る
こ
と
が
出
蘇
る
か
ど
う
か
'
こ
れ
等
も
飴
程
む
づ
か
し
い
問

題
で
は
な
い
か
と
い
ふ
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
'
さ
う
い
ふ
見
地
か
ら
云
へ
ば
'
自
由
企
柴
を
自
由
企
業
と
し
て
行

は
し
め
て
居
る
経
済
生
活
を
ば
'
経
済
界
の
満
目
の
仕
事
と
し
て
行
は
し
め
て
'
こ
れ
を
国
家
が
外
部
か
ら
取
締
っ
た
-
､
監
督
し

た
り
す
る
こ
と
は
.
な
か
-
1
む
ず
か
し
い
と
S
ふ
こ
と
が
.
結
論
と
し
て
云
へ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
｡
賃
銀
政
策
に
閲
し
て
も
'

大
鰐
同
じ
で
あ
り
ま
し
て
'
こ
れ
に
裁
て
も
う
少
し
申
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
し
た
が
'
時
間
が
許
し
ま
せ
ぬ
か
ら
'
そ
こ
は
省
略
致

し
ま
す
｡

と
こ
ろ
が
い
ま
1
つ
'
例
へ
ば
今
日
の
経
済
一
般
に
封
し
て
'
所
謂
景
気
と
い
ふ
も
の
に
封
す
る
国
家
の
干
渉
と
い
ふ
や
う
な
こ

と
を
御
考
へ
下
さ
つ
て
も
.
中
央
銀
行
と
い
ふ
も
の
を
通
じ
て
景
気
を
国
家
生
活
の
欲
す
る
が
如
-
に
動
か
し
て
行
か
う
と
5
ふ
や

う
な
考
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
叉
こ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
'
所
謂
金
融
統
制
に
依
っ
て
景
気
の
統
制
が
出
奔
な
け
れ
ば
'
統
制
経

済
の
目
的
は
十
分
に
果
し
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
､
さ
う
S
ふ
こ
と
が
叉
易
々
と
出
禿
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
｡
こ
れ
も

一
つ
御
考
を
願
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
金
本
位
制
慶
が
確
立
し
て
居
っ
て
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
哉
以
前
の
状
態
の
如
く
.
t
J
.
金
融
界
が

垂
っ
て
居
-
ま
し
た
時
に
は
.
中
央
銀
行
が
割
引
歩
合
を
引
上
叉
は
引
下
げ
す
る
こ
と
に
依
っ
て
も
'
あ
る
程
度
迄
は
金
融
統
制
を
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す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
o
　
こ
れ
を
通
じ
て
景
気
の
統
制
も
あ
る
程
度
追
出
難
た
の
で
あ
り
ま
す
｡
併
し
こ
れ
が
今
日
は
も
う
到
底

十
分
に
出
奔
な
く
な
っ
て
居
る
こ
と
は
御
承
知
だ
と
思
ふ
｡
の
み
な
ら
ず
従
衆
は
景
気
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
も
､
景
気
単
な
る
も
の

が
だ
ん
′
川
.
1
と
研
究
せ
ら
れ
て
'
所
謂
景
菊
に
関
す
る
法
則
と
い
ふ
こ
と
も
論
ぜ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
-
ま
す
が
'
併
し
世
風
哉
事

以
後
は
'
所
謂
景
気
法
則
な
る
も
の
が
信
用
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
o
何
年
聞
か
の
間
隔
で
周
期
率
で
以
て
景
菊
が
動
く
と
い
ふ
あ
1

い
ふ
説
明
の
如
き
も
の
は
著
し
く
信
用
を
失
っ
て
居
る
こ
と
も
､
御
最
知
の
通
-
で
あ
り
ま
し
て
'
今
日
の
各
国
の
経
済
は
ー
飴
-

に
も
世
鼎
経
済
に
な
り
過
ぎ
て
'
1
図
の
経
済
の
み
を
観
る
こ
と
に
依
っ
て
景
気
の
観
測
を
し
た
と
こ
ろ
で
'
こ
れ
は
1
地
方
に
於

け
る
山
に
掛
る
雲
を
観
て
天
気
を
観
測
す
る
や
う
な
具
合
で
'
甚
だ
以
て
心
細
い
'
幼
稚
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
-
普

す
｡
さ
れ
ば
と
い
ふ
て
'
世
界
金
照
を
見
渡
し
て
景
気
の
観
測
が
出
蘇
る
か
と
S
ふ
と
､
今
日
に
於
て
は
世
界
経
済
を
斯
の
如
-
共

通
的
に
支
配
す
る
所
の
共
通
要
素
が
炊
け
て
居
る
｡
随
っ
て
さ
う
い
ふ
法
則
を
ま
だ
尊
兄
す
る
迄
に
至
っ
て
ゐ
な
い
｡
さ
う
い
ふ
風

に
景
気
其
の
も
の
の
動
き
が
分
ら
な
い
の
に
'
ど
う
し
て
こ
れ
を
金
融
の
働
き
に
依
っ
て
統
制
し
て
行
-
か
｡
出
水
な
い
相
談
で
あ

-
ま
す
｡
の
み
な
ら
ず
､
今
度
は
共
の
金
融
の
働
き
其
の
も
の
に
裁
て
観
て
も
'
金
本
位
制
慶
が
確
立
し
て
居
っ
て
､
世
界
の
貸
簡

制
度
が
良
か
れ
恵
か
れ
亜
っ
て
居
た
時
に
は
'
そ
れ
は
出
水
た
の
で
あ
る
が
'
今
日
は
等
質
金
本
位
制
度
は
破
壊
し
て
居
る
｡
フ
ラ

ン
ス
が
孤
城
落
日
の
有
様
で
あ
り
な
が
ら
､
金
本
位
制
慶
を
守
っ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
'
其
の
フ
ラ
ン
ス
で
す
ら
匙
を
投
げ
て

し
ま
っ
た
｡
今
は
凍
る
と
こ
ろ
は
ド
イ
ツ
其
の
他
の
少
数
'
両
も
こ
れ
ら
の
も
の
は
殆
ん
ど
名
義
上
の
金
本
位
制
慶
に
過
ぎ
な
い
｡

然
ら
ば
こ
れ
を
金
本
位
制
慶
と
し
て
完
全
に
も
う
一
遍
つ
く
-
直
す
見
込
が
あ
る
か
｡
硯
に
今
日
あ
た
-
の
新
聞
に
は
'
英
米
俳
の

金
の
共
通
的
な
流
通
協
定
に
就
て
の
報
道
が
出
て
居
り
ま
し
て
､
叉
な
ん
と
な
し
に
少
し
さ
う
い
ふ
風
な
心
持
を
示
す
や
う
で
は
あ

取
掛
鳳
闇
協
働

り
ま
す
け
れ
ど
も
'
併
し
今
後
こ
れ
が
ど
れ
だ
け
有
力
に
進
行
し
て
､
全
世
界
に
亘
る
金
本
位
制
慶
が
賓
規
す
る
か
ど
う
か
､
今
日

何
人
と
錐
も
確
信
を
以
て
こ
れ
を
云
ひ
得
る
人
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
.
寧
ろ
さ
う
い
ふ
風
な
金
本
位
制
慶
を
も
う
一
過
つ
-
り
上

げ
る
こ
と
は
'
菖
分
見
込
が
な
い
と
考
へ
る
方
が
間
違
ひ
な
い
o
そ
こ
で
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
.
金
本
位
制
慶
が
樹
立
せ
ら
れ
な
い

で
､
ど
う
し
て
金
融
統
制
が
出
蘇
る
か
｡
今
日
は
銘
々
各
閲
で
以
て
管
理
紙
幣
で
や
っ
て
居
る
の
だ
が
'
今
後
中
央
銀
行
の
力
が
段

々
張
-
な
つ
て
も
若
し
他
方
に
閲
家
主
義
的
の
傾
向
が
だ
ん
-
r
盛
ん
で
行
き
つ
1
あ
る
な
ら
ば
'
其
の
中
央
銀
行
な
る
も
の
も
.

従
束
の
白
山
主
義
の
時
代
の
や
う
に
'
経
済
界
は
鮮
済
界
で
精
々
謁
立
し
た
や
う
な
意
味
で
以
て
'
経
済
界
の
中
心
と
し
て
中
央
銀

行
な
る
も
の
が
､
時
の
政
府
に
封
し
て
も
'
政
治
上
の
構
力
､
軍
事
上
の
力
に
封
し
て
､
柑
々
猫
立
の
地
位
を
保
っ
て
行
く
こ
と
が

出
氷
る
で
あ
ら
う
か
o
さ
う
い
ふ
自
由
主
拳
の
時
代
の
過
去
っ
た
今
日
で
は
｣
動
A
,
も
す
れ
ば
其
の
中
央
銀
行
な
る
も
の
が
'
政
治

の
力
に
依
っ
て
動
か
さ
れ
や
う
と
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
両
も
其
の
政
治
の
力
に
依
っ
て
動
か
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
､
硯
賓

に
は
国
家
の
財
政
上
の
必
要
の
篤
に
金
融
上
の
必
婆
が
犠
牲
に
せ
ら
れ
た
り
'
若
く
は
経
済
界
に
於
け
る
其
の
時
々
の
賢
情
よ
-

も
'
よ
-
以
上
に
財
政
上
の
必
要
の
方
が
中
央
銀
行
を
動
か
し
て
行
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
今
日
の
経
済
界
の
膏
情
か
ら
い
ふ
た

な
ら
ば
'
此
の
際
紙
幣
が
此
の
以
上
出
て
は
困
る
と
思
っ
て
も
'
財
政
上
の
必
要
が
起
っ
て
来
れ
ば
､
紙
幣
の
増
草
に
依
っ
て
あ
る

程
度
の
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
惹
起
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
易
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
か
う
い
ふ
こ
と
は
立
入
っ
て
規
寛
の
我

が
観
の
状
態
に
就
て
私
は
申
上
げ
た
-
は
あ
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
'
皆
様
に
於
て
も
我
が
園
の
状
態
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
御
考
へ
を

節
ひ
た
い
U
r
と
は
､
今
日
経
済
の
覚
悟
が
中
央
銀
行
に
要
求
す
る
と
こ
ろ
と
'
図
表
の
財
政
上
の
必
要
が
中
央
銀
行
に
要
求
す
る
と

こ
ろ
と
は
'
果
し
て
完
全
に
1
致
す
る
か
ど
う
か
.
両
も
其
の
閑
寂
と
い
ふ
も
の
は
､
国
家
は
国
家
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
､
政
治
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を
行
ふ
に
就
て
は
､
政
治
の
主
心
勢
力
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
も
'
其
の
時
々
に
於
け
る
国
々
の
賛
情
と
し
て
こ
れ
を
観
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
｡

か
う
致
し
ま
す
る
と
､
藷
に
中
央
銀
行
が
若
し
通
貨
の
働
き
に
依
っ
て
金
融
を
統
制
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
'
こ
れ
を
統

制
し
て
行
-
や
う
に
す
る
こ
と
が
'
さ
う
し
て
こ
れ
に
封
し
て
国
家
が
非
常
な
力
を
有
つ
こ
と
が
'
好
い
か
憩
い
か
｡
よ
い
こ
と
も

あ
る
が
'
併
し
叉
一
面
に
は
非
常
な
危
険
性
を
包
蔵
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
考
へ
な
-
て
は
な
ら
ぬ
｡

三

新
の
如
-
考
へ
ま
す
る
と
い
ふ
と
.
所
謂
経
済
な
る
も
の
を
'
自
由
主
義
の
建
前
に
置
き
な
が
ら
'
こ
れ
を
法
制
の
力
に
依
っ

て
'
叉
行
政
的
の
働
き
に
依
っ
て
統
制
し
て
行
-
と
5
ふ
こ
と
は
'
事
蜜
な
か
-
1
む
づ
か
し
い
｡
む
づ
か
し
い
の
み
な
ら
ず
動
1

も
す
れ
ば
非
常
な
弊
害
を
生
ず
る
か
も
知
れ
な
い
｡
か
う
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
め
-
ま
す
｡
さ
う
し
て
み
る
と
い
ふ
と
'
要
す
る

に
資
本
主
義
と
い
ふ
も
の
を
.
原
則
と
し
て
は
こ
れ
を
維
持
し
な
が
ら
'
こ
れ
を
外
部
か
ら
し
て
統
制
し
て
行
く
と
い
ふ
'
さ
う
い

ふ
試
み
は
､
葺
際
や
つ
て
見
た
と
こ
ろ
に
於
て
も
兎
角
旨
く
行
か
な
い
の
で
'
近
頃
少
し
方
向
特
捜
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い

で
せ
う
か
｡
況
し
て
こ
れ
か
ら
試
み
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
.
鹸
程
注
意
を
要
す
る
こ
と
で
は
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
両
も
能
-
考
へ
て
み
る
と
'
ど
う
も
さ
う
い
ふ
立
場
は
極
め
て
妥
協
的
で
あ
る
だ
け
随
っ
て
不
徹
底
で
あ

る
｡
叉
甚
だ
便
宜
的
で
あ
る
だ
け
'
1
時
的
の
性
質
し
か
有
っ
て
わ
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡

荒
し
本
宮
に
経
済
と
い
ふ
も
の
を
統
制
し
て
､
こ
れ
を
公
経
済
化
し
て
行
く
こ
と
を
'
徹
底
的
に
'
叉
有
効
に
行
は
う
と
す
る
な

ら
ば
･
や
は
り
こ
れ
は
立
入
っ
て
抄
-
と
も
資
本
を
図
表
若
-
は
地
方
公
共
困
倍
の
公
有
に
す
る
｡
有
力
な
産
業
若
く
は
重
要
な
塵

柴
に
就
て
は
･
こ
れ
を
闘
晋
に
す
る
か
,
然
ら
ざ
れ
は
地
方
の
歪
ハ
囲
鰹
の
公
営
に
す
る
か
P
r
言
迄
行
か
な
け
れ
ば
ど
う
も
本
営

の
統
制
と
い
ふ
も
の
は
出
奔
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
ま
す
｡
か
う
い
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
て
来
る
の
で
あ
り
.
ま
し
て
'
而
も

其
の
方
の
側
を
主
張
す
る
人
の
立
場
か
ら
こ
れ
皇
昆
ま
す
と
.
私
が
主
張
す
る
と
い
ふ
諸
で
あ
り
ま
せ
ぬ
が
､
其
の
側
の
人
か
ら

こ
れ
を
観
る
と
い
ふ
と
･
こ
れ
を
だ
ん
-
-
に
や
つ
て
行
け
ば
､
つ
ま
-
資
本
を
だ
ん
-
″
1
公
有
忙
し
事
業
を
だ
ん
･
ぐ
土
公
営
に
し

て
行
く
･
か
う
い
ふ
行
き
方
を
だ
ん
-
て
や
っ
て
行
け
ば
･
成
る
程
先
程
ち
ょ
っ
と
申
し
た
や
う
に
'
国
家
経
済
金
牌
を
は
公
経
済

化
し
て
行
く
の
に
は
,
年
月
を
要
す
る
け
れ
ど
も
･
併
し
多
少
時
を
要
す
る
に
は
叉
自
ら
訓
練
も
出
水
自
ら
事
業
に
も
慣
れ
て
､
迫

々
と
成
績
が
奉
る
や
う
に
な
っ
て
氷
る
の
で
は
な
い
か
｡
勿
論
こ
れ
は
大
き
な
倉
融
が
や
っ
て
居
る
大
き
な
仕
事
に
就
て
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
て
･
小
さ
な
も
の
を
ま
で
公
営
忙
し
や
う
と
い
ふ
の
で
は
あ
-
ま
せ
ぬ
が
.
さ
う
い
ふ
大
き
な
も
の
を
や
れ
ば
､
国
家
社

食
の
公
の
必
要
と
す
る
所
と
こ
れ
が
一
致
し
て
行
-
も
の
で
な
か
ら
う
か
と
考
へ
ら
れ
て
木
丁
居
る
や
う
で
あ
り
ま
す
｡
こ
の
立
場

に
就
て
は
ー
我
が
国
の
如
き
で
も
規
に
問
題
が
起
き
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
て
'
皆
さ
ん
は
二
つ
し
っ
-
り
と
御
研
究
を
願
払
た
い

の
で
あ
ま
す
｡
例
へ
は
電
力
に
関
す
る
問
題
で
も
l
部
の
人
は
こ
れ
は
や
は
-
従
苑
の
自
由
主
義
で
､
民
有
民
営
が
宜
し
い
と
い
ふ

白
山
主
蓑
の
見
地
を
探
る
人
も
あ
り
ま
す
が
'
今
日
多
数
の
人
は
統
制
は
ど
う
も
己
む
を
得
な
い
'
併
し
競
制
す
る
に
し
て
も
'
こ

れ
を
民
有
民
営
に
し
て
置
い
て
･
国
家
が
電
気
寄
集
法
と
い
ふ
も
の
を
.
も
つ
と
強
力
な
も
の
に
し
て
､
こ
れ
を
取
締
っ
て
よ
い
で

は
な
い
か
と
い
ふ
議
論
を
し
て
居
る
や
う
で
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
が
統
制
主
義
的
な
見
地
で
あ
り
ま
せ
う
｡
と
こ
ろ
が
文
こ
れ
に
反
し

て
,
更
に
そ
れ
で
は
到
底
本
営
の
統
制
は
出
奔
な
い
｡
や
は
り
本
宮
の
統
制
を
し
よ
う
と
す
る
に
は
､
電
力
を
閲
有
閑
皆
に
す
べ
し
､
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五
四

そ
れ
で
始
め
て
統
制
が
出
来
る
｡
其
の
意
味
に
於
て
民
有
国
営
と
い
ふ
も
の
は
甚
だ
以
て
鶴
的
で
あ
る
｡
あ
1
い
ふ
こ
と
は
世
界
に

な
い
新
工
夫
で
'
妥
協
的
な
便
宜
的
な
も
の
で
宜
し
-
な
い
o
こ
れ
は
統
制
経
済
の
見
地
か
ら
観
て
も
い
け
な
い
L
t
叉
自
由
主
義

の
見
地
か
ら
も
い
け
な
い
｡
融
合
主
事
的
の
見
地
か
ら
観
て
も
い
け
な
け
れ
ば
'
計
量
経
済
の
中
間
的
の
立
場
か
ら
親
て
も
い
け
な

い
｡
や
は
り
こ
れ
は
固
有
絢
皆
か
'
黙
ら
ざ
れ
ば
民
有
民
営
で
国
家
が
上
か
ら
取
締
る
か
'
然
ら
ざ
れ
は
自
由
放
任
主
義
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
や
う
な
議
論
が
'
い
ろ
･
-
と
雑
然
紛
然
と
し
て
行
は
れ
て
居
-
ま
す
が
､
併
し
こ
れ
を
そ
の
立
場
と
す
る

所
か
ら
分
析
す
れ
ば
'
上
に
の
べ
た
こ
ろ
の
立
場
を
出
で
な
い
の
で
あ
-
ま
す
o
併
し
な
が
ら
J
J
九
か
ら
先
ど
う
い
ふ
風
に
賞
状
が

進
展
し
て
行
-
か
は
仝
-
わ
か
-
尭
ね
ま
す
｡
こ
れ
が
わ
か
れ
ば
､
そ
れ
に
依
っ
て
大
鰐
天
下
の
形
勢
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
り
ま
す
｡
而
し
て
こ
れ
を
観
有
国
営
に
す
べ
し
と
い
ふ
議
論
で
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
'
そ
れ
は
貫
り
電
力
に
止
ら
な
い
わ
け
で
'

共
の
考
は
鹿
て
贋
-
融
合
内
に
於
け
る
諸
々
の
重
要
産
業
に
迫
々
推
し
及
ん
で
'
棺
よ
冗
重
な
統
制
経
済
を
つ
く
-
上
げ
る
D
か
う

い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
禿
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
凪
に
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
o
期
の
如
き
鮎
に
就
て
御
者
へ
下
さ
る
篤
に

も
､
只
今
迄
申
し
た
や
う
な
風
な
こ
と
が
､
あ
る
程
度
迄
お
役
に
立
つ
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
ま
す
｡

と
こ
ろ
で
丈
元
へ
一
寸
反
り
ま
し
て
､
ド
イ
ツ
等
に
於
て
先
程
申
し
た
ラ
テ
ナ
ウ
あ
た
-
の
や
う
に
'
法
律
を
以
て
こ
れ
を
取
締

る
の
で
満
足
し
な
い
で
'
寧
ろ
只
今
申
し
た
や
う
な
風
に
'
固
有
国
費
に
だ
ん
-
1
行
か
う
と
す
る
共
の
議
論
を
す
る
人
が
'
1
牒

ド
イ
ツ
に
於
け
る
主
た
る
産
業
を
ば
閲
有
国
営
に
し
て
行
-
に
は
'
ど
の
位
の
年
月
を
資
す
る
か
と
い
ふ
'
恨
-
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を

描
い
て
居
る
人
が
あ
り
ま
す
.
そ
れ
を
御
参
考
迄
に
申
上
げ
た
い
o
ド
イ
ツ
に
於
て
株
式
取
引
所
の
場
に
上
っ
て
居
る
株
の
線
鰹
の

憤
格
は
大
腰
二
百
倍
マ
ル
ク
と
計
算
せ
ら
れ
て
居
る
｡
此
の
二
百
億
マ
ル
ク
の
も
の
が
主
な
る
産
業
に
投
資
せ
ら
れ
て
居
る
資
本
で

あ
る
と
観
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
'
こ
れ
を
年
々
五
億
マ
ル
ク
づ
～
固
家
が
買
上
げ
て
行
-
と
恨
定
致
し
ま
す
.
さ
う
し
て
新
し
-

行
は
れ
る
国
営
事
業
か
ら
の
牧
在
も
亦
新
し
5
買
収
に
用
ひ
て
行
-
と
5
ふ
こ
と
も
計
算
に
入
れ
て
こ
れ
を
考
へ
る
と
い
ふ
と
､
大

腰
ド
イ
ツ
に
於
け
る
重
要
産
業
を
ば
囲
営
化
し
て
行
-
の
に
は
十
二
年
乃
至
十
五
年
を
要
す
る
｡
尤
も
そ
れ
は
国
有
に
依
っ
て
従
来

の
株
主
は
公
使
患
貝
ひ
ま
す
が
､
其
の
交
付
せ
ら
れ
た
公
債
を
如
何
に
用
ひ
る
か
'
更
に
こ
れ
を
新
し
い
事
柴
に
投
資
す
る
か
香
か

に
依
っ
て
.
其
の
年
数
は
襲
っ
て
釆
ま
す
か
ら
'
勿
論
こ
れ
は
大
雑
把
な
計
算
で
あ
-
ま
す
が
'
大
鰐
さ
う
い
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
て

居
る
o
さ
う
し
て
こ
れ
ら
の
人
々
の
主
張
に
依
-
ま
す
と
.
こ
れ
は
主
に
穏
和
な
配
合
主
義
の
主
唱
者
で
あ
-
ま
す
が
､
斯
の
如
-

托
し
て
重
安
産
業
を
国
家
が
買
収
し
た
り
､
自
治
牌
が
買
収
し
た
り
す
る
場
合
に
は
'
共
の
株
の
憤
格
は
時
憤
に
依
っ
て
､
両
も
一

面
に
於
て
は
そ
れ
か
ら
出
て
凍
る
収
益
を
基
礎
と
し
た
計
算
上
の
憤
格
に
依
っ
て
'
此
の
両
者
を
通
常
に
脱
み
合
は
し
て
t
 
l
J
れ
を

買
上
げ
て
行
-
べ
き
も
の
だ
｡
さ
う
し
て
こ
れ
を
買
上
げ
る
時
に
は
'
出
禿
る
限
且
刃
金
な
賠
償
を
し
て
行
-
べ
き
で
あ
る
.
こ
れ

を
十
分
に
賠
償
し
な
い
で
'
こ
れ
を
取
上
げ
る
や
う
な
こ
と
を
す
る
の
は
､
甚
だ
以
て
宜
し
く
な
い
｡
今
日
迄
の
事
業
と
い
ふ
も
の

は
ー
こ
れ
を
経
営
し
た
人
々
の
ど
れ
だ
け
の
辛
苦
期
難
を
経
'
ど
れ
だ
け
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
か
分
ら
な
い
､
両
も
そ
れ
ら
の
人

々
の
努
力
に
依
っ
て
社
食
l
蝦
も
非
常
た
利
益
を
得
て
居
る
｡
そ
れ
を
国
家
が
岩
牧
し
た
-
､
或
は
地
方
自
治
倍
が
員
牧
し
て
'
こ

れ
を
公
在
的
の
企
業
に
直
さ
う
と
す
る
時
に
'
従
裾
の
資
本
主
に
射
し
て
十
分
な
合
理
的
な
賠
償
を
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
'
こ
れ

は
財
産
捜
牧
で
あ
る
o
さ
う
い
ふ
財
産
没
収
み
た
や
う
な
こ
と
を
国
家
や
地
方
圏
照
に
依
っ
て
'
公
の
樵
カ
国
鰹
の
名
で
こ
れ
を
行

ふ
べ
き
も
の
で
は
固
よ
り
あ
り
待
な
S
｡
国
家
に
し
て
も
､
自
治
牌
に
し
て
も
'
其
の
椋
っ
て
立
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
推
力
で
あ
る

け
れ
ど
も
､
共
の
撮
っ
て
立
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
堆
力
の
基
く
所
は
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
と
､
道
徳
で
あ
り
､
正
義
で
あ
る
.
正
義

窮
1
　
主
報
告
者
及
ひ
特
別
報
告
者
の
研
究
報
告

五
五



第
二
東
　
報
告
及
び
討
議
内
容

の
寄
席
し
た
と
こ
ろ
が
権
力
と
な
り
'
法
律
と
な
り
'
使
命
と
な
る
が
､
結
局
は
道
徳
で
あ
る
｡
其
の
道
徳
を
行
ふ
べ
き
困
豪
や
公

共
国
債
が
'
自
ら
道
徳
に
障
る
や
う
な
正
義
を
株
価
す
る
や
う
な
こ
と
と
し
て
'
そ
れ
で
こ
れ
か
ら
先
の
国
家
な
-
.
社
食
な
り
が

治
っ
て
行
-
べ
き
も
の
で
な
い
｡
殊
に
従
来
の
資
本
主
義
と
い
ふ
も
の
は
､
飴
-
に
も
道
徳
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
か

ら
'
現
今
こ
れ
を
是
正
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
o
飴
り
に
人
間
の
精
神
的
要
素
を
無
覗
し
て
'
物
質
尊
重
に
な
っ
た
か

ら
弊
害
が
出
て
来
た
の
で
あ
る
o
鉛
ほ
叉
1
方
紅
卑
王
義
の
脅
威
と
い
ふ
も
の
は
､
何
が
故
の
脅
威
で
あ
る
か
｡
従
衆
の
虻
倉
主
義

は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
立
脚
し
て
飽
-
迄
道
徳
を
否
定
し
て
行
-
｡
さ
う
し
て
人
間
を
癌
端
に
物
質
的
に
観
て
行
か
う
と
す
る
Q
苦
し

さ
う
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
ら
利
害
の
闘
寧
ば
か
-
に
な
-
'
社
食
は
悪
魔
の
饗
宴
場
に
な
る
や
う
な
廃
れ
が
あ
る
か
ら
､
こ
れ
を
吾

々
は
恐
れ
る
の
で
居
る
｡
だ
か
ら
今
日
従
束
の
資
本
主
義
を
是
正
し
な
が
ら
'
両
も
社
食
主
義
の
脅
威
に
陥
ら
な
S
で
'
第
三
の
立

場
を
つ
-
つ
て
行
か
う
と
す
る
わ
け
で
.
国
家
生
活
に
依
っ
て
道
徳
を
包
容
し
､
道
徳
の
基
礎
の
上
に
正
義
を
行
っ
て
行
か
う
と
い

ふ
の
が
今
日
の
主
張
で
あ
り
ま
す
｡
此
の
意
味
に
於
て
囲
家
生
活
の
倫
理
化
'
経
済
生
新
の
道
徳
化
が
最
も
必
要
で
あ
り
ま
す
｡
両

も
そ
れ
を
豆
場
と
す
る
者
が
'
人
の
財
産
に
封
し
て
'
人
の
粒
々
辛
苦
し
て
貯
め
た
も
の
に
封
し
て
'
尤
も
其
中
に
は
不
労
所
得
が

あ
つ
た
と
し
て
も
､
大
腰
に
は
人
が
働
い
て
つ
-
り
上
げ
た
も
の
に
封
し
て
'
権
力
を
以
て
取
上
げ
る
と
い
ふ
こ
と
は
絶
封
い
け
な

い
D
そ
れ
で
は
倫
理
的
立
場
の
自
殺
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
考
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
て
'
鼓
の
と
こ
ろ
も
我
が
国
の
今
日

の
問
題
と
し
て
'
あ
る
程
度
迄
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
｡

四

斯
の
如
-
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
･
a
ま
す
が
､
今
後
賞
状
は
ま
だ
何
れ
に
決
る
と
も
分
ら
な
い
し
'
叉
其
の
立
場
々
々
に
封
す
る

好
き
好
み
は
.
人
々
の
思
想
に
依
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
o
た
ど
併
し
乍
ら
若
し
今
日
の
時
勢
が
'
だ
ん
-
i
I
と
経
済
生
満
に
封
す
る

公
の
働
き
の
加
は
る
こ
と
を
要
求
し
､
所
謂
私
経
済
的
見
地
を
ば
出
奔
得
る
限
り
公
経
済
的
の
も
の
に
し
て
行
か
う
と
す
る
其
の
勢

ひ
が
'
だ
ん
-
1
助
長
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
.
こ
れ
を
本
官
に
賓
説
す
る
が
篤
に
は
､
私
が
あ
る
程
度
詳
し
く
申

上
げ
ま
し
た
あ
の
所
謂
統
制
経
済
主
蓑
と
い
ふ
も
の
で
は
間
に
合
は
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
｡
や
は
り
こ
れ
は
徹
底
的
に
固
有
国

営
､
若
-
は
地
方
国
債
有
.
若
-
は
地
方
圏
鰐
費
と
い
ふ
や
う
な
'
さ
う
い
ふ
も
の
に
依
っ
て
行
-
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
と
い
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
-
ま
す
｡
我
が
国
に
於
て
自
由
主
義
の
見
地
が
飽
-
迄
勢
力
を
維
持
し
て
行
-
か
｡
そ
れ
と
も

牌
舛
公
経
済
化
し
て
行
か
う
と
す
る
立
場
が
よ
り
以
上
有
力
に
な
る
か
｡
こ
れ
は
勿
論
璽
1
蒜
出
凍
ま
せ
雪
濠
言
は
出
水
ま
せ
鮎

が
'
若
し
後
者
が
だ
ん
-
進
ん
で
行
く
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
'
中
間
の
安
協
的
の
立
場
で
蛙
結
局
間
に
合
は
な
い
で
'
大
腰
は
資

本
の
公
有
.
事
業
の
公
営
と
い
ふ
こ
と
に
進
ん
で
行
-
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
だ
け
望
百
へ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
｡

最
後
に
三
日
併
せ
て
御
考
へ
置
き
を
願
ひ
た
い
こ
と
は
'
計
書
経
清
な
る
も
の
が
'
国
家
的
の
公
経
済
に
襲
化
し
て
行
き
ま
す
な

ら
ば
'
都
市
の
公
企
業
の
如
き
も
の
も
T
だ
ん
･
～
-
こ
れ
か
ら
は
其
の
範
囲
を
損
げ
'
其
の
事
業
を
ば
愈
々
以
て
多
-
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
来
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
｡
さ
う
し
て
従
衆
こ
れ
が
都
市
の
公
共
的
の
事
業
の
行
は
る
べ
き
範
囲
で
あ
る

と
い
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
て
居
っ
た
其
の
範
囲
以
外
に
亘
っ
て
居
る
所
の
金
融
方
面
等
に
迄
及
ん
で
'
公
の
事
業
が
其
の
範
囲
を
凍
め

る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
も
一
つ
御
者
へ
を
腐
っ
て
置
き
た
い
と
同
時
に
､
斯
の
如
-
忙
し
て
都
市
な
ど
の
事
業
は
践
ま
っ
て

行
-
で
あ
ら
う
が
､
一
方
国
家
主
義
的
の
所
謂
中
央
集
権
的
な
勢
力
が
そ
れ
と
共
に
愈
々
以
て
有
力
に
な
る
な
ら
ば
､
都
市
と
い
ふ

第
1
　
主
報
告
者
及
ひ
特
別
報
告
者
の
研
究
報
告



第
三
篇
　
報
告
及
び
討
議
内
容

も
の
そ
れ
自
照
が
'
従
衆
の
日
活
鰐
と
い
ふ
性
質
を
何
時
迄
も
維
持
し
得
る
か
'
或
は
文
具
の
範
岡
を
ど
の
程
度
に
維
持
し
得
る
か

と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
｡
散
り
に
も
中
央
集
桂
的
な
困
奉
壬
義
が
進
ん
で
行
け
ば
'
地
方
自
治
と
S
ふ
も
の
は
だ
ん
･
-
と
姿
を

描
-
L
P
都
市
の
如
き
も
の
も
地
方
自
治
照
と
い
ふ
の
で
は
な
-
し
て
'
寧
ろ
圃
家
の
l
つ
の
行
政
棟
闇
と
い
ふ
や
う
な
も
の
に
な

り
､
都
市
は
一
つ
の
行
政
霞
城
に
な
る
と
い
ふ
や
う
な
時
が
た
き
に
し
も
あ
ら
や
で
あ
り
ま
す
o
我
が
樹
に
於
て
も
東
京
都
制
と
い

ふ
こ
と
が
既
に
問
題
に
な
っ
て
'
其
の
市
長
は
甘
選
に
す
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
も
釘
る
の
で
あ
り
ま
す
が
'
こ
れ
は
翠
り
帝
都
で

ぁ
る
が
故
に
'
東
京
市
に
の
み
止
ま
る
べ
き
性
篤
の
も
の
で
あ
る
か
'
そ
れ
と
も
今
日
の
市
制
へ
更
に
廉
-
及
ぼ
し
て
行
-
べ
き
も

の
で
あ
る
か
｡
そ
れ
ら
も
大
き
な
眼
で
見
て
行
-
べ
き
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
か
う
い
ふ
風
に
な
れ
ば
'
結
局
都
市
の

公
企
業
の
如
き
は
､
あ
る
意
味
に
於
て
国
家
事
業
の
方
へ
吸
入
し
て
1
つ
の
執
行
形
式
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
-
,
結
局
都
市
は
自

治
椙
と
し
て
働
-
の
で
た
-
､
鞘
家
の
機
関
と
し
て
働
く
と
い
ふ
風
に
も
.
考
へ
方
が
進
ん
で
行
-
か
も
知
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で

あ
り
ま
す
｡
そ
れ
ら
の
鮎
に
就
て
も
皆
さ
ん
一
つ
篤
と
御
研
究
願
へ
れ
ば
結
構
と
存
じ
ま
す
｡

㈲
　
公
益
企
業
と
都
市
財
政

京
都
帝
国
大
学
数
授

経

　

済

　

畢

　

博

　

士

汐

　

見

　

　

三

　

郎

君

公
益
企
業
は
い
ろ
-
1
な
立
場
か
ら
こ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
'
都
市
財
政
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
研
究
す
る
こ
と

も
'
1
つ
の
重
大
な
る
分
野
と
私
は
心
得
て
ゐ
ま
す
｡
勿
論
'
公
提
企
柴
を
都
市
財
政
以
外
の
立
場
か
ら
見
て
は
な
ら
な
い
と
は
決

し
て
申
上
げ
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
'
都
市
財
政
を
無
税
し
て
公
益
企
業
を
ば
研
究
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
.
如
何
な
も
の
か
と

考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
特
に
此
の
度
の
税
制
整
理
が
行
ほ
れ
ま
す
結
果
と
致
し
ま
し
て
.
公
在
企
業
と
都
市
財
政
と
の
関
係
は
規

賃
の
問
題
と
し
て
各
都
市
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
o

茸
は
現
代
我
が
図
の
統
合
生
活
に
於
き
ま
し
て
'
都
市
の
有
っ
て
ゐ
る
意
義
は
非
常
に
強
い
も
の
に
な
っ
て
居
り
ま
す
｡
数
字
で

申
上
げ
て
み
ま
す
る
と
'
大
正
九
年
十
月
1
日
に
初
め
て
国
勢
調
査
を
行
ひ
ま
し
た
時
に
都
市
の
人
口
が
全
図
人
口
の
一
割
八
分
を

占
め
て
ね
た
の
で
あ
り
ま
す
が
､
昭
和
十
年
十
月
一
日
に
は
三
割
二
分
七
厘
に
上
り
'
都
市
に
向
つ
て
人
が
津
山
集
中
し
て
行
-
と

い
ふ
こ
と
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事
賓
で
あ
り
ま
す
｡
叉
富
の
鮎
に
於
き
ま
し
て
は
～
富
を
何
に
依
っ
て
測
定
す
る
か
'
い
ろ

い
ろ
問
題
が
あ
-
ま
す
る
が
.
第
三
種
所
得
に
依
-
之
を
眺
め
て
み
ま
す
る
と
　
ー
大
正
八
年
に
我
が
国
の
第
三
種
所
得
の
1
1
割
六

第
1
　
主
報
告
者
及
び
特
別
報
告
者
の
研
究
報
告










































































































































































































































































































































